
楽
座
新
聞

　近江楽座の 22 のプロジェクトが
活動をまとめた新聞です。
　これらの新聞・ポスターは、基
本的にレイアウトが自由なので、
チームの個性がそのまま紙面に出
ていることも特徴です。楽座メン
バーの自信作“らくざしんぶん”
をぜひご覧ください。

ら

く

ざ

し

ん

ぶ

ん

2018 年（平成 30 年） 4 月 21 日 ( 土 ) 楽 座 新 聞 　 ら く ざ し ん ぶ ん

※プロジェクト区分について

新規プロジェクト：平成 1 6～2 8 年度に、近江楽座の助成を受けたことがないチームによる取り組み
継続プロジェクト：平成 1 6～2 8 年度のいずれかに、近江楽座の助成を受けたことがあるチームによる取り組み
 S プロジェクト：「近江楽座」での実績をもとに、さらなるステップアップをめざすプロジェクトで、活動資金の助成を必要としないもの

全 22 チームが４つのパートに分かれて活動報告を行います。お世話になっている地域の方々からコメントをいただきます。

　■ 司会進行：　山崎泰寛 先生（環境科学部准教授）　
　1. とよさと快蔵プロジェクト／ 2. 信・楽・人／ 3. 座・沖島／ 4. かみおかべ古民家活用計画／ 5. タクロバン復興支援プロジェクト
　／ 6.Taga-Town-Project ／ 7. たけともミライ

　

    ■ 司会進行：栁澤淳一 先生（工学部教授）
　1. 未来看護塾／ 2. ボランティアサークルHarmony ／ 3. スチューデント・キュレイターズ／ 4. 田の浦 FC学生 ST ／ 5. とよさらだ
    ／ 6. 木之本こじへいプロジェクト／ 7. なの・わり
　

　

　
    
　■ 司会進行：印南比呂志 先生（人間文化学部教授）
　1. あかりんちゅ／ 2.BAMBOO HOUSE PROJECT ／ 3. 政所茶レン茶゛ー／ 4. 木興プロジェクト／ 5. 廃棄物バスターズ
    ／ 6. おとくらプロジェクト／ 7. 滋賀県大生き物研究会／ 8. 男鬼楽座
　　○学生委員会より報告　Bプロジェクト「県営開出今団地の空き住戸を活用した活動拠点づくり」

平成 2 9 年度
近江楽座活動報告会号

○○○○
○○

プロジェクト名 （チーム名） 区分 (継続年度 )

楽座新聞 目次

201 7 年度 近江楽座 活動報告会 ＜プログラム＞

( 活動報告会発表順 )

2018 年 4月 21 日 ( 土 ) 9:30~16:00
滋賀県立大学　ナシェリア（人間看護学部棟食堂）

 
                       ２．活動発表

【パート１】         9:45 ～ 11:10                          

＜地域に学生がいること！＞                   
   

　

【パート２】   　11:20 ～ 12:45

＜学生だから出来ること！＞

 　

【パート３】   　13:45 ～ 15:35                  

＜いろんな人と 　　　　　　
コラボすること！＞

                    
                    ３．活動写真 AWARD 発表と                                    
体                         全体総括

地域ゲスト：

１．挨拶・プログラム説明

あかりんちゅ（あかりんちゅ） 

未来看護塾（未来看護塾） 

BAMBOO HOUSE PROJECT（BAMBOO HOUSE PROJECT）

とよさと快蔵プロジェクト（とよさと快蔵プロジェクト） 

信･楽･人 -shigaraki field gallery project- （信･楽･人 - shigaraki field gallery project-）

政所茶レン茶 ー゙（政所茶レン茶 ー゙） 

障がい児・者、自立支援・共生社会プロジェクト（ボランティアサークルHarmony）

地域博物館プロジェクト（スチューデント・キュレイターズ）

座・沖島（座・沖島）

かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPING BEAUTY-（かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPING BEAUTY-）

たのうらまちづくりプロジェクト（田の浦ファンクラブ学生サポートチーム） 

とよさらだプロジェクト（とよさらだ） 

木興プロジェクト（木興プロジェクト） 

人と環境を救う雨水タンク（廃棄物バスターズ）

木之本こじへいプロジェクト（木之本旧麹屋こじへい改修プロジェクト） 

フラワーエネルギー「なの・わり」（フラワーエネルギー「なの・わり」）

おとくらプロジェクト（おとくらプロジェクト） 

内湖の再生と地域の水辺コーディネート（滋賀県大生き物研究会）

男鬼楽座（男鬼楽座）

タクロバン復興支援プロジェクト（タクロバン復興支援プロジェクト） 

Taga-Town-Project（Taga-Town-Project）

たけともミライ（たけともミライ）
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岡村博之さん (NPO 法人とよさとまちづくり委員会 )、　奥田泰央さん (窯元散策路の wa)

おにぎりや特性スープ、飲み物等も用意しています！！

小川文子さん・冨田まさ美さん・本田由美子さん (沖島離島振興推進協議会 )、　田中正雄さん (滋賀県愛瓢会 )、

石丸茜さん (多賀町教育委員会事務局 )、　平井晋さん (有限会社 A.SITE)

川島光男さん (白谷荘歴史民俗博物館 )、　森久仁彦さん (エコファーマー )

地域ゲスト：橋本宏美さん (彦根市立病院 )、　田井中雅子さん・藤堂裕美さん (NPO 法人障害者の就労と余暇を考える会メロディー )

 【交流・ランチタイム】   　12:45 ～ 13:45

地域ゲスト：稲岡賢純さん・寺出修明さん (滋賀教区浄土宗青年会 )、　浅井基義さん (菩提寺まちづくり協議会 )

丸山幸代さん (茶縁の会 )、　加藤義朗さん (おとくら家主 )、魚住俊介さん（愛西土地改良区）



あかりんちゅ 

 

AKARINCHU NEWS 
 

OKB street 4th Anniversary Candle Night 

12月 8日に岐阜県大垣市の OKB street 4周年記念イベン

トにてキャンドルナイトを行いました。嬉しいことに、あ

かりんちゅとは OKB street が出来て以来、4年間ずっと

呼んでいただいています。毎年の規模は 1,000個。メンバ

ー全員が授業後ということで到着後すぐに並べ始めたまし

が、その際、大垣共立銀行の方が何人も来て協力してくだ

さり、おかげでセレモニー開始時刻の 18時に間に合うこ

とが出来ました。大きな商店街ということで、見に来る方

も多く、私たちにとっても充実したイベントでした。準備中は雨が降っていたのですが、並べ終えるころには雨は止

み、タイルが濡れ、ろうそくの光が反射し、美しい景色が広がっていました。 

 

 

March 31, 2017 

成果と課題 

成果といえば、まずは引継ぎ当初の 1 回生 3 人から全 9 人にまでメンバーを増やしたこと。そして今はしっかりと軌道

に乗せて活動できたこと。私たち、とくに幹部 3人はそう感じています。ただ、課題も多く見つかっており、宣伝不足に

より、外部の依頼が少なかったことがその一つです。今後は受け身ではなく、もっと積極的に動いていこうと思います。 

地域の声 

先輩達が繋いでくれたあかりんちゅを皆で育てていき、後

輩達と共有し、継続する事の大切さも感じ、皆さんで力を

合わせ〝灯り〟で過ごす『エコでスローな夜』をより一層

広めていってほしいと思います。 

（浄土宗青年会さんのコメントより抜粋） 

 

 

あかりんちゅとは 

あかりんちゅとは、寺社などからやむなく廃棄されてしまう蝋燭、通称「残ろう」を回収・再利用し、手作りキャンドル

の販売、キャンドルナイト・キャンドル作り教室の開催を行っている。モットーは「エコでスローな夜を。」 

あかりんちゅ自慢！ 

あかりんちゅの自慢といえば、まずは Sプロジェクトである

こと。毎年の黒字経営が自慢です。基本的にはイベントを行

った際の依頼料と販売の売上金で活動しています。 

もう一つは県内外、どこへでも行って活動できること。材料

は自分たちが全部持っていけばいいし、体験教室は平らなと

ころ(机とか)とコンセントが 1つあれば活動できます。 

二つ目はリサイクル活動だけでなく、福祉活動も行っている

こと。キャンドルナイトの蝋燭の製造は福祉団体に材料を渡

し、委託しています。 

 

けっこう身近なものでこんだけ手作りのロウソクってつ

くれるんやね。(体験教室に来られた親御さん) 

 
福祉の方にも関わっているのがすごい。 

（キャンドルナイトに来られたお客様） 

 



 

１
年
間
の
活
動
を
通
し
た
成
果
と
課
題 

7

月
に
開
催
さ
れ
た
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、1

～4

回
生
が
学
び
の
目
的
を
し
っ
か
り
持
っ
て
参
加
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
さ
ら
に
未
来
看
護
塾
の
教
諭
や
卒
業
生
と
共
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
で
き
た
た
め
、
看
護
職
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
、
専
門
性
の
高
い
知
識
や
技
術
を
間
近
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
縦
の
つ
な
が
り
を
活

か
し
た
活
動
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
。1

年
を
通
し
て
最
も
大
き
な
事
業
で
あ
っ
た
田
の
浦
活
き
活
き
健
康
広
場
で
は
、
学
生
が

主
体
と
な
り
、
当
日
の
活
動
を
企
画
し
、
皆
で
協
力
し
、
成
功
に
導
く
こ
と
が
出
来
た
。
当
日
実
施
す
る
看
護
的
な
ケ
ア
の
技

術
向
上
の
た
め
に
、
皆
で
練
習
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
下
級
生
と
上
級
生
が
一
体
と
な
っ
て
、
看
護
学
部
で
得
た
学
び
を
活
か

し
な
が
ら
健
康
維
持
・
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
自
分
た
ち
で
考
え
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
た
め
、
自
身
で
物
事

を
考
え
る
企
画
力
や
実
行
力
、
主
体
性
、
協
調
性
な
ど
の
力
を
そ
れ
ぞ
れ
が
伸
ば
す
事
が
出
来
た
と
考
え
る
。
滋
賀
と
は
遠
く

離
れ
た
田
の
浦
と
い
う
被
災
地
で
生
活
さ
れ
て
お
ら
れ
る
現
地
の
方
と
交
流
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
、
震
災
か
ら
時
間
が
経
過
し

た
今
そ
こ
に
住
む
方
々
が
健
康
に
活
き
活
き
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。 

課
題
と
し
て
は
、
毎
年
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
参
加
率
の
減
少
が
み
ら
れ
た
こ
と
だ
。
対
策
と
し
て
、
積
極
的
に
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
やLINE

な
ど
の
連
絡
ツ
ー
ル
で
声
を
か
け
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
声
を
か
け
、
参
加
す
る
生
徒
が
偏
ら
な
い
よ
う
心
が

け
た
。
ま
た
、
一
度
も
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
無
い
生
徒
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
初
活
動
の
際
は
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
一

緒
に
活
動
を
行
う
よ
う
に
し
た
。
ま
だ
全
部
の
活
動
に
参
加
し
て
い
な
い
メ
ン
バ
ー
に
は
、
他
の
活
動
に
も
更
に
味
を
持
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
働
き
か
け
る
、
新
し
い
活
動
を
考
え
る
、SNS

で
情
報
を
共
有
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
今
後
も
継
続

し
て
力
を

い
れ
て
行
っ
て
い
く
。
活
動
す
る
こ
と
の
意
義
を
所
属
メ
ン
バ
ー
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
地
域
で
活
動
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る

学
び
を
獲
得
し
、
今
後
に
活
か
さ
れ
る
経
験
が
出
来
る
よ
う
な
参
加
へ
の
き
っ
か
け
作
り
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介 

未
来
看
護
塾
で
は
、
地
域
の
人
々
と
共
に
よ
り
良
く
生
き
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
、
医
療
現
場
や
地
域
で
働
く
看
護
職
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々

と
の
交
流
を
通
し
て
、「
未
来
看
護
の
あ
り
方
」
を
考
え
て
い
ま
す
。
活
動

内
容
と
し
て
は
、
彦
根
市
立
病
院
の
小
児
科
病
棟
で
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん

だ
り
、
緩
和
病
棟
で
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。NPO 

法
人
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
外
出
す
る
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
彦
根
私
立
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
で
は
園
児
た
ち
と
の
遊
び
の
中
で
、
乳

幼
児
の
発
達
段
階
を
実
際
に
触
れ
合
う
こ
と
で
感
じ
て
い
ま
す
。
未
来
看

護
塾
の
メ
ン
バ
ー
同
士
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
を
持
ち
、
活
動
の
振
り
返

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

指
導
教
員
の
声 

未
来
看
護
塾
は
，
結
成
以
来1

4

年
間
途
絶
え
る
こ
と
な
く
，「
近
江
楽
座
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。 

少
子
高
齢
社
会
の
今
，
地
域
で
は
高
齢
者
さ
ん
や
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
心
と
身
体
の
健
康
に
つ
い
て
相

談
で
き
る
仲
間
を
ま
す
ま
す
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
，
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
へ
の
対
策
を
は
か
る

必
要
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
，
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
未
来

看
護
塾
は
，
地
域
の
皆
さ
ま
の
な
か
に
入
り
，
そ
の
人
ら
し
く
心
も
身
体
も
健
康
に
い
き
い
き
と
生
活
し
て
い
く
こ

と
を
支
え
続
け
ま
す
。
そ
し
て
，
地
域
の
皆
さ
ま
の
地
域
課
題
を
少
し
で
も
解
決
で
き
る
よ
う
，
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
さ
ま
の
支
え
の
な
か
で
，
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
企
画
し
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

病
院
やN

P
O

ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
，
保
育
園
な
ど
で
の
定
期
的
な
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
，「
生
き
活
き
健
康
支
援
活

動
」
に
お
け
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
，
足
浴
の
提
供
な
ど
を
実
施
し
，
地
域
住
民
の
心
と
身
体
の

健
康
，
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
に
お
け
る
「
応
援!

生
き
活

き
健
康
生
活
」
で
は
卒
業
生
た
ち
の
協
力
も
得
て
，
防
災
・
健
康
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
被
災
地
で
あ

る
宮
城
県
南
三
陸
町
に
お
け
る
健
康
交
流
活
動
も
継
続
し
て
お
り
，
学
生
た
ち
は
被
災
地
の
方
々
と
笑
顔
と
元
気
を

交
換
し
合
っ
て
い
ま
す

。 

 

こ
の
よ
う
な
「
近
江
楽
座
」
の
活
動
は
，
地
域
課
題
の
解
決
と
と
も
に
，
学
生
の
自
ら
学
ぶ
力
，
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
へ
の
興
味
・
関
心
や
知
識
・
技
術
を
高
め
る
も
の
で
あ
り
，
教
育
的
な
効
果
も
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
学
生
間
の
縦
と
横
の
つ
な
が
り
の
関
係
性
は
も
ち
ろ
ん
，
地
域
住
民
と
の
関
係
性
な

ど
，
自
ず
と
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
，
悩
み
試
行
錯
誤
を
重
ね
な

が
ら
企
画
実
施
す
る
中
で
，
実
行
力
と
豊
か
な
感
性
を
も
育
ん
で
い
ま
す
。 

 

学
生
の
教
育
効
果
と
地
域
貢
献
の
両
者
が
結
び
つ
い
た
「
近
江
楽
座
」
，
そ
し
て
「
未
来
看
護
塾
」
の
益
々
の
発

展
と
継
続
を
望
む
と
と
も
に
，
こ
れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

人
間
看
護
学
部 

伊
丹
君
和 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
間
看
護
学
部 

伊
丹
君
和 

  

地
域
の
声 

未
来
看
護
塾
の
皆
さ
ん
に
は
地
蔵
盆
で
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
下
さ
っ
た
り
、
防
災
訓
練
で
は
先
生
た
ち
と
一
緒

に
車
椅
子
で
の
移
動
の
仕
方
や
包
帯
法
な
ど
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

野
瀬
町
子
ど
も
会
会
長 

尾
田
清
美
さ
ん 

 

未
来
看
護
塾
は
、
滋
賀
県
立
大
学
の

看
護
学
部
の
み
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
入
学
し
て
す
ぐ
に
先
生
や
先
輩

方
か
ら
の
紹
介
が
あ
り
、
看
護
学
部

新
入
生
の
多
く
が
加
入
し
ま
す
。
新

入
生
歓
迎
会
、
定
期
活
動
、
イ
ベ
ン

ト
の
打
ち
上
げ
な
ど
、
同
期
だ
け
で

な
く
、
先
輩
方
と
関
わ
る
機
会
が
多

く
あ
る
の
で
仲
良
く
な
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
看
護
学
部
で
は
縦
の
繋
が

り
が
多
く
、
勉
強
や
進
路
の
相
談
な

ど
も
で
き
ま
す
。
未
来
看
護
の
メ
ン

バ
ー
は
み
ん
な
仲
が
い
い
！ 

未
来
看
護
塾 

 

チ
ー
ム
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
！
！ 

９
月2

4

日
【日
】に
宮
城
県
南
三
陸
町
で 

「い
き
い
き
健
康
交
流
広
場
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

未
来
看
護
塾
で
は2012

年
よ
り
田
の
浦
地
方
の
方
々
と
交
流
を
」
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
今
年
度
で
６
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
昨
年
と
同
様
に

足
浴
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
伊
丹
ス
ー
プ
の
提
供
、
ま
た
血
圧
測
定
、
体
重
・

身
長
測
定
に
加
え
て
、
看
護
学
生
と
一
緒
に
笑
い
ヨ
ガ
や
ズ
ン
ド
コ
体
操
を
行
っ

て
も
ら
い
体
を
動
か
ま
し
た
。
ま
た
学
生
に
よ
る
ギ
タ
ー
で
現
地
の
民
謡
の
演
奏

も
行
い
、
皆
で
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
合
唱
し
、
祖
父
母
と
孫
の
よ
う

な
温
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
の
笑
顔
も
沢
山
見
ら
れ
、
学
生

も
地
域
の
方
も
充
実
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
様
々
な
支
援
が
あ

る
中
で
、
看
護
学
生
だ
か
ら
こ
そ
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る
支
援
を
提
供
す
る
こ

と
が
出
来
る
こ
の
学
び
の
多
い
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。 

私
た
ち
看
護
学
生
は
、
日
頃
は
学
校
の

講
義
を
受
け
、
年
に
数
回
の
実
習
で
看

護
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
１
、
２

回
生
は
年
に
一
回
し
か
な
く
、
な
か
な

か
自
分
の
目
で
現
場
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
未
来
看
護
塾
の
活
動
の

場
は
地
域
か
ら
病
院
ま
で
あ
り
、
定
期

活
動
で
も
患
者
さ
ん
と
関
わ
る
と
い

う
、
看
護
学
生
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
貴

重
な
経
験
が
で
き
ま
す
。
未
来
看
護
塾

で
の
経
験
は
実
習
で
活
か
す
こ
と
が

で
き
、
ま
た
実
習
で
の
経
験
は
未
来
看

護
塾
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
！

そ
の
た
め
現
在
の
学
習
に
も
将
来
の

進
路
た
め
に
も
必
ず
役
立
ち
ま
す
！ 

発行日「2018 年３月 31 日」 

ち
ょ
っ
と
き
い
て
よ
！ 

 
 

 
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
慢 
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この写真は、今年の春 WS で改修したバンブーハウス 1号の新たに生まれ変わったで姿である。

時
を
刻
む
竹
古
龍

ど
ん
な
活
動
？

竹
林
を
巡
る

身
近
な
環
境
問
題
を
知
る

地
域
の
方
か
ら
の
声

地
域×

子
ど
も×

学
生　

地
域
に
愛
さ
れ
る
為
に

～
バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス
１
号
の
再
構
築
～

～
「
竹
の
庭
」
に
行
こ
う
～

～
甲
西
北
中
学
校
と
の
合
同
竹
林
整
備
～

～
地
域
を
知
り
、
地
域
で
学
ぶ
～

　

滋
賀
県
立
大
学
の
バ
ン
ブ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
々
が
、
菩
提
寺
の
竹
林
を
整
備
し
て
い
た
だ
き

６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス
の
建
設
を
は
じ
め
、
竹
の
ト
ン
ネ
ル
、
ブ
リ
ッ
ジ
、

ス
ク
リ
ー
ン
広
場
、
遊
具
等
多
く
の
施
設
を
建
設
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
年
は
こ
れ
ら
の
施
設

の
安
全
面
を
主
体
と
し
た
保
守
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

竹
林
が
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
に
生
ま
れ
か
わ
り
、
季
節
に
は
自
治
会
単
位
で
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を

楽
し
み
、
地
域
住
民
の
絆
づ
く
り
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
継
続
し
て
こ
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

菩
提
寺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

地
域
活
性
化
委
員
会

副
委
員
長　

保
田
芳
利

　

「
環
境
問
題
は
、
私
た
ち

が
生
活
し
て
い
る
身
近
な
と

こ
ろ
に
潜
ん
で
い
る
の
で

す
。
」
中
学
生
の
多
く
は
、

自
分
た
ち
が
暮
ら
す
学
区
の

中
に
バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

彼
ら
は
地
域
の
環
境
問
題
に

取
り
組
むB

A
M
B
O
O
 
H
O
U
S
E
 

P
R
O
J
E
C
T

を
知
り
、「
竹
の
庭
」

で
整
備
作
業
を
行
っ
た
。
た

だ
作
業
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
環
境
問
題
を
通
じ

て
、
自
分
た
ち
が
社
会
と
ど

う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
考
え

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

「
竹
の
庭
」
を
維
持
し
て

い
く
為
に
は
、
地
域
の
皆
様

に
愛
さ
れ
る
場
所
と
な
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で

B
A
M
B
O
O
 
H
O
U
S
E
 
P
R
O
J
E
C
T

を

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
甲
西
北
中
学
校

の
中
学
生
を
中
心
に
、
「
竹

の
庭
」
竹
林
見
学
会
を
開
催

し
た
。
地
元
の
家
族
連
れ
や
、

こ
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
た

他
大
学
の
学
生
が
「
竹
の
庭
」

の
見
学
・
活
動
体
険
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。

来
年
度
へ
の
課
題

　

こ
の
見
学
会
は
「
竹
の
庭
」

に
つ
い
て
一
緒
に
竹
林
整
備

を
行
う
中
学
生
に
興
味
を
抱

い
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
た
が
、
中
学
生
の
参

加
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
次

は
告
知
方
法
を
工
夫
し
、
竹

林
整
備
に
向
け
た
良
い
機
会

に
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

　

今
回
のW

S

か
ら
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
竹
建

築
の
循
環
を
考
え
、
解
体
・
再
構
築
を
行
っ
た
。

今
年
は
バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス
１
号
を
始
め
「
竹
の
庭
」

の
大
き
な
転
換
期
と
な
っ
た
。
特
に
大
き
な
変
化

と
し
て
、
バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス
１
号
の
屋
根
と
床
を

解
体
し
な
が
ら
も
、
新
た
に
再
構
築
す
る
こ
と
で
、

竹
林
浴
が
で
き
る
展
望
台
へ
と
役
割
を
変
化
さ
せ

た
。
十
二
月
か
らW

S

に
使
用
す
る
竹
の
切
り
出
し

や
設
計
に
必
要
な
竹
林
の
実
測
を
事
前
に
行
い
、

竹
建
築
を
解
体
し
な
が
ら
再
構
築
す
る
た
め
の
準

備
も
万
全
に
行
え
た
と
考
え
る
。
今
後
は
、
１
号

は
解
体
に
向
か
い
な
が
ら
、
そ
の
場
所
を
今
後
ど

う
い
っ
た
場
所
へ
変
化
さ
せ
る
の
か
、
他
の
竹
建

築
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
解
体
し
再
構
築
す
る
の

か
地
域
の
方
々
と
共
有
し
な
が
ら
検
討
し
、
変
化

も
あ
わ
せ
て
「
竹
の
庭
」
全
体
の
姿
を
計
画
し
て

い
き
た
い
。

　

今
年
度
も
地
域
の
方
々
と
学
生
が
協
力
し
合
い
、

無
理
な
くW

S

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
竹
建
築
は

姿
・
形
は
変
わ
っ
て
い
く
が
、
「
竹
の
庭
」
は
地
域

の
方
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
今
後
も
続
い
て
い
く

よ
う
に
と
願
う
。

・B
A
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B
O
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と
は

　

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る

日
本
の
放
置
竹
林
、
こ
こ
滋
賀
県

湖
南
市
の
放
置
竹
林
も
ま
た
、
同

じ
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
鬱
蒼
と

し
た
竹
林
は
不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
で

溢
れ
、
や
が
て
近
隣
の
住
宅
街
に

ま
で
竹
が
侵
入
し
、
地
域
住
民
の

悩
み
の
種
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
菩
提
寺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

か
ら
当
指
導
教
員
の
陶
器
浩
一
教

授
の
も
と
に
こ
の
竹
林
を
こ
ど
も

た
ち
が
集
ま
る
場
所
に
依
頼
が

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
２
０
１
２
年
か
ら

「
バ
ン
ブ
ー
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
始
動
し
た
。
当
初
は
湖
南

市
の
助
成
制
度
で
あ
る
「
き
ら
め

き
湖
南
」
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、

３
年
計
画
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
的
は
、
竹
林
整
備
を
通

し
て
、
地
域
住
民
が
触
れ
合
え
る

空
間
や
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
２
０
１
２
年
〜
２
０
１

５
年
の
３
年
間
の
間
に
、
菩
提
寺

竹
林
の
全
体
計
画
を
行
い
、
地
域

の
人
々
が
交
流
で
き
る
場
を
整
え

た
。
よ
っ
て
、
今
で
は
荒
れ
果
て

た
竹
林
が
放
課
後
に
こ
ど
も
た
ち

が
遊
び
に
き
た
り
、
近
所
の
親
子

が
散
歩
し
に
き
た
り
、
公
園
の
よ

う
な
場
所
に
な
っ
た
。
春
に
は
た

け
の
こ
掘
り
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
竹
林
は
毎
年
の
定
期

的
な
伐
採
と
公
園
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域

交
流
と
い
う
点
か
ら
も
長
期
的
な

ス
パ
ン
で
今
後
も
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
今
ま
で
の
活
動
が
菩

提
寺
の
甲
西
北
中
学
校
に
認
め
ら

れ
、
中
学
校
の
総
合
学
習
の
時
間

を
お
借
り
し
て
、
共
同
で
竹
林
整

備
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地

域
と
大
学
で
の
竹
林
整
備
の
サ
イ

ク
ル
と
地
域
交
流
の
継
続
的
な
あ

り
方
を
模
索
で
き
た
ら
と
考
え

　

今
年
で
２
年
目
と
な
る
甲
西
北
中
学
校
と
の
合

同
竹
林
整
備
を
、
昨
年
と
は
時
期
は
異
な
る
が
、

３
月
中
旬
に
実
施
さ
れ
た
。
中
学
生
にB

A
M
B
O
O
 

H
O
U
S
E
 
P
R
O
J
E
C
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の
活
動
と
「
竹
の
庭
」
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
い
、
竹
林
整
備
を
通
し
て
地
域
の
人
々

に
と
っ
て
愛
着
あ
る
場
に
な
る
よ
う
に
努
め
た
。

　

竹
林
整
備
を
一
緒
に
行
っ
て
い
く
中
で
、
「
ま
た

遊
び
に
来
た
い
」
「
次
も
手
伝
い
た
い
」
な
ど
と
い

う
声
が
あ
り
、
多
く
の
中
学
生
に
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
え
た
と
い
え
る
。

　

「
竹
の
庭
」
は
小
学
生
が
放
課
後
に
遊
び
に
来
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
子
ど
も
が
中
学
生
に
な
り
、

今
ま
で
遊
ん
で
い
た
竹
林
を
自
分
達
の
手
で
整
備

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
学
び
と
し
て
こ
れ

ほ
ど
良
い
体
験
の
も
の
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

竹
林
作
業
を
終
え
て

　

今
年
は
、
「
竹
林
作
業
を
終
え
て
」
と
題
し
て
、
中
学
生
に
活
動
の

感
想
文
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
各
々
が
様
々
な
事
を
感
じ
な
が
ら
も
、

地
道
な
作
業
を
続
け
て
い
く
難
し
さ
に
つ
い
て
触
れ
る
中
学
生
が
多
く

感
じ
た
。
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
彼
ら
に
こ
の
「
竹
の

庭
」
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
事
が
重
要
で
あ
る
。
彼
ら
が
大
人
に
な

り
、
そ
の
子
ど
も
達
に
こ
の
場
が
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
為
に
も
、
今
後

も
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

竣工当初の姿

昨年の補修後の姿



ビッグニュース！！
私たちは 14年もの間、継続していくつもの古民家を改修してきました。
その中には学生たちが実際に住まえる古民家シェアハウスもあります。
しかし改修したのはずいぶん過去のこと…
実は誰も住んでいないシェアハウス、「おやえさん」があるのです。
これでは本末転倒だ、ということで今年度はおやえさんを大幅リニューアル。
より住みよくし、新しい入居者が現れるように改善しました。
期間は1年間。夏休みの間に合宿を行い、授業が始まれば毎週土日に改修を続けました。
建築学科やデザイン学科の学生が多いこともあって改修作業は連日大盛り上がり！
特に左官作業は人気があって楽しく終えることができました。

私たちは数々のイベントに関わっています。町のイベントに参加したり、
自分たちで企画したり…　今回はその中のいくつかを紹介します。

眠っていたイベントを呼び覚ましました！実に 7年ぶりのイベントです。
豊郷町大字吉田の休耕田を借り、どろの中で運動会をしました。
真夏の田んぼはひんやり気持ちいいです。
NPO法人とよさとまちづくり委員会のみなさんや、田んぼを貸してくださった楽農
ファームの方々など、地域の方と学生の仲が深まったイベントです。

ちょっと聞いてよ

プロジェクト自慢

どろんこまつり

まちの方の声
毎年の活動とは言え、メンバーの入れ替わりがある中、
勢いが止まることなく
皆さんの活動を継続して頂いていることに感謝致します。
皆さんの活動は、まちづくりだけではなく町として
無くてはならない存在になっています。
本年度も整備、イベント運営、町の会議、祭の参加など
精力的に活動して頂きました。
県立大学の関係者の皆様、日頃から学生達の活動支援を頂い
ているからこそ、伸び伸びと地域活動に邁進しておりますこ
と合わせて御礼申し上げます。本年度のとよさと快蔵プロジェ
クトの活動に感謝致します。 とよさとまちづくり委員会

副理事長 岡村博之

1年間の活動を終えて、
特にとよさと快蔵プロジェクトのシステムや町における役割
などを見直す時が来たのではないかと思います。
とよさと快蔵プロジェクトはまちづくり団体の側面よりも、
古民家改修の側面が色濃い団体としてスタートしました。
徐々に地域にも認められ、イベントも増加し、いまでは
まちづくりの活動のほうにより多くの力を注いでいます。
これには現在のメンバーがさかのぼれるだけのOB・OGに限
界があり、結果伝えられる歴史がだんだんと削ぎ落とされて
いるという事実があるのです。
しかしそれは悪いことでしょうか。
これからの課題は、とよさと快蔵プロジェクトが
いったい何者なのか、それをどう次世代につなげていくのか、
観念的に考え客観的に伝え形にしていくことだと考えます。

一年間の成果と課題

ミツマルシェ
さかのぼれば 2012 年にスタートしたミツマルシェ。
地域の方にもだんだんと知られています。企画から広報、当日の運営まですべて
学生が主体になって動きます。学生にとってもなかなかある体験ではないので
大変なこともありますが、当日は地域の方々や酒蔵祭りに来られたお客さんなど
多くの 100 名以上の集客を得ることができました。
今後もゲストさんやお客さんに学生や地域などを飛び越えて関わってもらいたい i
イベントです。

ほかにも地域のイベントなど多数参加させてもらって
います。8月のとっとまつりや吉田夏祭りに八町地蔵
盆、とよさとハロウィンにクリスマス会などなど…

そのほかのイベント

とよさと快蔵プロジェクトは 2004 年に発足し
今年で 14 年目を迎えました。
この 14 年間で古民家や蔵を

まちづくり委員会の方々と協力しながら改修し、
時にはイベントの企画や参加、
改修した BAR の運営をすることで

私たち学生の視点から
「まちづくり」を考え、活動しています。

発行日：2018 年 3月 31

本当に様々です。1年間たくさんのイベントで地域の方々と
関われるのはとよさと快蔵プロジェクトの魅力と言えるで
しょう。

とよさと快蔵プロジェクトは、地域の空き家を改修し、
ゲストハウスの作成を手がけてくれました。
今、町の民泊推進の方針もあるので、ゲストハウスへの取り
組みは、おもしろく感じました。
又、週に一度ではありますが、バーの運営での地域の方々と
の交流の場づくりや、夏まつりや地蔵盆などの地域イベント
への協力で、地域の方々と関わる機会を持つことで、
地域活動のスムーズな取り組みができていると思いました。
今後も、地域との連帯を持って、さらなる活動を期待します。

とよさとまちづくり委員会
理事長 北川稔彦



信  

楽  

人

-shigaraki field gallery project-

2018年 3月31日

好
評夏湖

風
で
信
楽
焼
を
販
売

6
月
17
日
の
夏
湖
風
祭
に
て
、
毎
年
恒
例
の
物

品
販
売
を
し
た
。
谷
寛
窯
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

数
日
に
分
け
て
信
楽
人
の
メ
ン
バ
ー
で
商
品
の
制

作
を
行
っ
た
。
昨
年
度
は
主
に
ヘ
ア
ゴ
ム
や
ブ

ロ
ー
チ
と
い
っ
た
信
楽
焼
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
販

売
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
今
年
度
は
、
お
皿
や
ぐ

い
呑
、
箸
置
き
と
い
っ
た
定
番
商
品
を
販
売
し
、

雰
囲
気
も
可
愛
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
か
ら
シ
ン
プ
ル

で
日
常
生
活
に
馴
染
み
や
す
い
も
の
へ
と
一
新
し

た
。商

品
作
り
は
型
を
つ
く
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
お
皿
や
ぐ
い
呑
は
板
状
の
粘
土
か
ら
形
を
つ

く
る
タ
タ
ラ
成
形
で
、
箸
置
き
は
メ
ン
バ
ー
が
手

捻
り
で
思
い
思
い
の
形
を
作
っ
た
。
そ
の
後
素
焼

を
行
い
、
絵
付
け
を
し
て
透
明
に
な
る
釉
薬
を
掛

け
た
り
釉
薬
が
入
っ
た
ス
プ
レ
ー
を
吹
き
付
け
た

り
し
た
。
2
回
目
の
焼
成
が
終
わ
れ
ば
、
商
品
の

完
成
だ
。

9

月
末
に
数
日
に
分
け
て
松
庄
さ
ん
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
あ
るshiroiro-ie

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作

業
を
行
っ
た
。
こ
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
以
前
信
楽

人
の
メ
ン
バ
ー
で
改
修
し
た
古
民
家
で
、
改
修
し

終
え
た
頃
は
真
っ
白
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
草
が
生
い
茂
り
、

丁
寧
に
塗
っ
た
ペ
ン
キ
が
徐
々
に
剥
が
れ
て
き
て

い
た
。
今
回
の
作
業
で
は
、
庭
の
草
抜
き
や
ツ
タ

の
除
去
作
業
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
の
掃
除
、
ペ
ン
キ

の
塗
り
直
し
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
庭
は
す
っ
き
り
し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
も
か
つ
て
の
白
さ
が
蘇
り
、shiroiro-ie

と
い

う
名
前
が
よ
り
し
っ
く
り
く
る
空
間
へ
戻
っ
た
。

今
年
度
の
活
動
で
最
も
昨
年
度
の
反
省
が
活
き
た
の
は

夏
湖
風
祭
で
の
陶
器
の
食
器
販
売
だ
。
他
店
の
価
格
の
安

さ
や
テ
ー
マ
の
統
一
性
の
な
さ
か
ら
売
上
が
伸
び
な
か
っ

た
昨
年
度
を
踏
ま
え
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
ど
安
さ
が

重
視
さ
れ
な
い
、
環
濠
沿
い
で
の
テ
ン
ト
販
売
を
行
っ
た
。

す
る
と
、
一
般
参
加
者
や
学
生
に
も
購
入
し
て
も
ら
い
、

人
々
が
信
楽
焼
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
本
年
度
の
活
動
を
通
し
て
信
楽
で
活
動
す
る
窯

元
さ
ん
や
地
域
の
方
々
と
接
し
、
信
楽
の
こ
と
を
よ
り

知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
が
一
つ
で
き
た
こ
と
も
良
か
っ

た
。
し
か
し
、
予
定
し
て
い
た
活
動
を
一
部
実
施
で
き
ず
、

後
半
の
活
動
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
余
裕
を
持
っ
て
計
画

し
て
協
力
団
体
に
声
を
か
け
た
り
、
積
極
的
に
行
動
し
た

り
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

ち
ょ
っ
と
聞
い
て
よ
!
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
慢

shiroiro-ie

白
さ
再
び

(

右
図)

販
売
ブ
ー
ス
の
様
子

湖
風
祭
当
日
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
人

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
ぐ
い

呑
の
人
気
が
高
く
、
お
皿
を
ま
と
め
買
い
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
客
さ
ん
も
い
た
た
め
、
昨
年
度
と
比

べ
て
売
れ
行
き
は
好
調
。
気
が
付
け
ば
お
皿
と
ぐ

い
呑
の
ほ
と
ん
ど
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

制
作
過
程
や
昨
年
度
作
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
紹

介
す
る
ス
ペ
ー
ス
も
好
評
で
、
通
り
す
が
り
に
見

て
い
く
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
た
ち
か
ら
、

「
家
族
の
人
数
分
だ
け
同
じ
柄
の
も
の
が
ま
と
め

て
欲
し
か
っ
た
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
頂
き
、

来
年
度
の
活
動
に
大
き
く
役
立
ち
そ
う
だ
。

地
域
の
声

本
年
度
の
成
果
と
課
題

こ
れ
か
ら
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

(

上
図)

ペ
ン
キ
を
塗
り
直

し
た
後
の
家
具

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

信
・
楽
・
人-shigaraki field gallery 

project-

は
、
信
楽
の
窯
元
散
策
路
を
拠

点
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
制
作
を
通
し
て

地
域
活
性
を
目
指
す
団
体
で
す
。

毎
年
手
伝
っ
て
い
る
ぶ

ら
り
窯
元
め
ぐ
り
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手

伝
い
を
し
な
が
ら
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
の
販
売
を
行
っ
た
。

子
連
れ
の
家
族
を
中
心
に
好
評
を
い
た
だ
き
、「
孫
の
土

産
に
」と
買
う
方
も
い
た
。
特
に
た
ぬ
き
の
ハ
ン
コ
は「
か

わ
い
い
」、「
信
楽
ら
し
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
名
前
を

彫
っ
て
か
ら
引
き
渡
す
と
い
う
の
を
気
に
入
っ
た
方
も
多

か
っ
た
。



2018 年 3 月 31 日 

政所茶レン茶゛― 

政所茶レン茶゛ーとは  

政所茶レン茶゛―は政所の魅力を再発見し発信しています。 
お茶づくりから販売まで行い、その中で見えてきた政所町の魅力を発信しています 

2017 年度は政所茶レン茶゛―という名前に負けないくらい、様々なことにチャレンジし

て、行こうと考えてプロジェクトを行いました 

アイデアコンテストに参加したり、地域活性化に取り組む、全国の学生と話したり、東京都

や静岡県に行ったりしました！そのおかげで得るものが多い一年でした 

 

ビックニュース  

ほうじ茶をつくりました。銘茶ますきちさんのご協力を頂きました。政所町の方にも試飲して頂

き、これから販売する方針にしました！政所茶の香り高い特徴がさらに良くなっており、味も煎茶の味を

残しつつ多くの人から好評でした。またほうじ茶を使って、ラテをつくるなど活動の幅も増えてきまし

た。 

 

 

 

 

ちょっとした自慢 

政所茶振興会の方々と静岡県研修に行きました。静岡県の掛川市にいき世界農業遺産となっ

ている茶草場農法を見学しに行きました！茶農家さんの努力や行政の協力のすばらしさを感じま

した。お茶一杯への努力を惜しまないことを大切に、活動をしていきたいと思いました 

 

東京で出店しました。しかも秋葉原でした！なかなか難しい販売でした。本当に政所茶を伝

えるのは苦労しました。これまでこんな活動はできていなかったので、大きな進歩だと思いま

す。この一歩を大切に、政所茶を広めていく活動をしていきたいと思います。このように 2017

年度は関西圏に留まらずさまざまな活動ができました 

地域の人から  

今年もみなさんよく頑張ってくれたと思います。 

また何か活動を行っている中で困ったことがあれば、私のいる時ならいつでも聞きに来てください。私もできる限りの指導をします。ただ一つ気がかりな点は、引継ぎ

についてです。君たちは茶の生産者であると同時に、大学生でもあるため、茶づくりにかけられる時間が限られており、頻繁に代替わりが行われる。しかし、その中でも

より円滑に、次の世代に活動を継承できるよう工夫してほしいです。 

今年から政所茶生産振興会も発足し、皆さんの活動もより幅広くなったことでしょう。年度もさらなる活性化を目指して、良いお茶を作りましょう。 

 

成果と課題  

お茶づくりはまだまだ教えて頂かないといけないことが多いと感じた。もう一度一か

ら教えてもらいたい。販売の方は 2016 年度の倍の売り上げだった。そのため多くの人に政

所茶を広めることができたと思う。今年は組織の人数が増えたが、全員を活かしきれる組織

体制となっていなかった。しかしさまざまなことにチャレンジできた。よい実績を挙げられ

たわけではないが、しっかり一歩一歩前に進んでいると思う。そういった挑戦する活動をこ

れからも大切にしていきたい。 

 

 

 

 

まとめ  

2017 年度はほうじ茶を作ることなどさまざまなことに挑戦できました。その過程の中で私たちも成長していけたと思っています。政所町の方のことも大切にしなが

ら、自分たちにできることに挑んでいきたいです。 



近江楽座活動報告新聞 発行日 2018年 3月 31日 
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例
年
夏
の
お
泊
り 

 
 

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
を
今
年
も
行
い
ま
し
た
。
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
「
障
が
い
者

で
も
気
兼
ね
な
く
い
い
音
楽
を
聴
き
た

い
」
と
い
う
保
護
者
の
方
か
ら
の
思
い
か

ら
始
ま
り
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
団
体
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
こ
の
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年
よ
り
も

多
く
の
人
が
来
場
し
て
く
だ
さ
り
、
来
場

者
数
約
三
百
人
と
大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
三
匹
を
む
か
え
、
来
場
し
た

子
供
た
ち
と
一
緒
に
子
供
た
ち
に
人
気

の
体
操
を
踊
り
ま
し
た
。 

   

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
はN

P
O

法
人
障
害
者
の
就
労
と
余
暇

を
考
え
る
会
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
支
援
活
動

を
十
五
年
間
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。
メ

ロ
デ
ィ
ー
は
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
の

中
で
「
普
通
の
生
活
が
し
た
い
」「
働
き
た

い
」
と
い
う
障
が
い
者
の
願
い
を
実
現
さ

せ
る
た
め
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
促

進
し
、
就
労
の
自
立
を
図
る
と
と
も
に
、

余
暇
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
豊
か
で
充

実
し
た
社
会
生
活
を
支
援
す
る
団
体
で

す
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
所
属

す
る
特
別
支
援
学
校
・
学
級
、
作
業
所
な

ど
に
通
う
自
閉
症
や
ダ
ウ
ン
症
な
ど
他

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
困
難

が
生
じ
る
障
が
い
児
・
者
と
と
も
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
か
ら
は
、
楽
し

い
こ
と
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
見
つ
け
る

の
が
苦
手
な
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
ん
な
楽

し
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
な
と
感
じ
て
も

ら
う
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
」
と
い
う
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー

の
み
な
さ
ん
（
障
が
い
児
の
保
護
者
の

方
々
）
の
呼
び
か
け
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
障
が
い
を
有
す
る
人
と
学

生
が
互
い
に
成
長
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
成
長
と
は
、
将
来
社
会
に
出
る

た
め
に
大
切
と
な
っ
て
く
る
社
会
性
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ

け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
学
生
に
と
っ

て
の
成
長
と
は
、
活
動
を
通
し
て
新
た
な

発
見
を
す
る
こ
と
や
円
滑
な
活
動
の
運

営
を
す
る
た
め
の
能
力
を
身
に
つ
け
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
の

方
々
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
児
・

者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
も
で

き
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

    

我
が
家
に
は
、
四
月
か
ら
高
校3

年

生
に
な
る
息
子
が
い
ま
す
。
息
子
に
は

生
ま
れ
つ
き
重
度
の
知
的
障
害
と
自
閉

症
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
人
と

接
す
る
の
が
苦
手
で
、
い
ろ
ん
な
こ
だ

わ
り
も
あ
り
、
と
て
も
苦
労
し
て
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
メ

ロ
デ
ィ
ー
で
す
。
初
め
て
見
学
に
行
っ

た
時
、
同
じ
よ
う
に
障
害
を
持
っ
た
子

供
さ
ん
達
が
、
大
学
生
の
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
達
と
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て
い

る
姿
を
見
て
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

代
表
の
方
や
お
母
さ
ん
た
ち
に
聞
い
て

み
る
と
、
そ
の
学
生
さ
ん
達
は
県
立
大

学
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
の
学
生
さ
ん
で
、
特
別
な

専
門
知
識
も
持
っ
て
い
な
い
普
通
の
大

学
生
だ
と
い
う
事
を
知
り
ま
し
た
。"

本

当
に
そ
ん
な
学
生
さ
ん
に
子
供
を
任
せ

て
大
丈
夫
な
の
か
な
…"

と
不
安
は
あ
り

ま
し
た
が
、
最
初
に
見
た
他
の
子
の
楽

し
そ
う
な
姿
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
入
り
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
学
生
さ

ん
に
お
任
せ
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

毎
月
の
定
例
活
動
や
年
に
２
回
の
お

泊
ま
り
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
行
事
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
の
都

度
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
学
生
さ
ん
が
子
供
達

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
見
守
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
動
く
子
や
、
じ

っ
と
し
て
い
る
の
が
好
き
な
子
、
い
ろ

ん
な
子
供
が
い
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り

に
き
ち
ん
と
寄
り
添
い
、
先
輩
か
ら
聞

い
た
子
供
の
特
徴
を
し
っ
か
り
覚
え
て

き
ち
ん
と
対
応
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
私
達
親
は
安
心
し
て
任
せ
る
事
が

出
来
ま
す
。
茶
道
の
時
間
に
は
作
法
を

習
い
に
行
っ
て
く
れ
た
り
、
他
の
事
で

も
一
生
懸
命
覚
え
て
、
そ
れ
を
子
供
達

に
教
え
て
く
れ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、

と
て
も
心
強
く
思
い
ま
す
。
お
か
げ
で

息
子
も
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
活
動
に
行
く

の
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
で

す
。 

私
が
嬉
し
く
思
う
の
は
、
ハ
ー
モ
ニ

ー
の
学
生
さ
ん
達
が
、
障
害
者
（
児
）

や
福
祉
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
事
で

す
。
普
通
に
生
活
し
て
い
た
ら
、
き
っ

と
関
わ
る
事
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

で
も
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
し
て
活
動
さ
れ
る

中
で
、
卒
業
後
の
進
路
に"

福
祉
関
係
の

仕
事"

と
い
う
の
を
考
え
て
く
れ
て
、
そ

ち
ら
に
進
ん
で
く
れ
る
人
が
い
る
事

を
、
本
当
に
喜
ん
で
い
ま
す
。
私
達
親

は
、
子
供
の
将
来
を
考
え
る
と
暗
く
な

り
ま
す
。
で
も
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
学
生

さ
ん
に
、
私
達
は
希
望
の
光
を
見
つ
け

ま
し
た
。
今
は
ま
だ
小
さ
な
光
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
き
っ
と
、
大
き
な
光

に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
輝
く

も
の
に
し
て
く
れ
る
と
、
私
達
は
信
じ

て
い
ま
す
。 

    
  

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

夏
の
お
泊
ま
り
会
。
今
年
は
初
め
て
伊

吹
山
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
元
気
で
、
雄
大

な
自
然
の
中
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
方
が
体
力
が
あ

る
よ
う
で
、
学
生
が
子
ど
も
た
ち
に
付

い
て
い
く
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
伊
吹

山
の
頂
上
で
は
み
ん
な
で
記
念
撮
影
を

し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
お
泊
ま
り
を

す
る
愛
郷
の
森
に
移
動
し
、
食
事
や
花

火
を
楽
し
み
ま
し
た
。
学
生
と
子
ど
も

た
ち
の
距
離
も
縮
ま
り
、
大
切
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。 

   

 

今
年
度
か
ら
活
動
後
に
振
り
返
り
の

シ
ー
ト
を
書
い
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま

し
た
。
振
り
返
り
の
シ
ー
ト
に
は
感
じ

た
こ
と
や
、
今
後
に
向
け
て
の
改
善
点

な
ど
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
活
動
で
見
え
て

き
た
反
省
点
を
次
の
活
動
で
活
か
す
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
情
報
の
共
有
も
で
き
た
と
思
い
ま

す
。 子

ど
も
が
描
く
絵
に
も
変
化
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
絵
を
描
く
と
き

に
暗
い
色
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
子

ど
も
が
以
前
よ
り
も
明
る
い
色
を
使
う

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
変
化

の
理
由
は
、
活
動
時
に
学
生
が
担
当
す

る
子
ど
も
を
固
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
生
と
子
ど
も
の
間
の
信
頼
関
係

が
強
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
学
生
が
「
暗
い
色
が
多
い
か
ら
、

次
は
こ
っ
ち
の
明
る
い
色
も
使
っ
て
み

た
ら
」
と
声
を
か
け
る
と
、
ア
ド
バ
イ

ス
に
耳
を
傾
け
、
明
る
い
色
も
使
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

他
に
も
、
親
が
い
な
い
と
活
動
す
る

こ
と
が
難
し
か
っ
た
子
ど
も
が
、
親
が

近
く
に
い
な
く
て
も
学
生
と
一
緒
に
活

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
出
来
た
か

ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も

担
当
の
固
定
を
続
け
て
行
な
お
う
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
固
定
し
た
学
生
と

子
ど
も
の
間
に
し
か
信
頼
関
係
が
生
ま

れ
な
い
の
で
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と

思
い
ま
す
。
複
数
の
子
ど
も
と
複
数
の

学
生
と
の
間
で
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

く
た
め
に
も
今
後
は
時
期
を
み
て
、
担

当
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

ボランティアサークル Harmony 新聞 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介 

 

＊
チ
ー
ム
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス 

大
盛
況
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

＊ 

地
域
の
声 

＊
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
よ
！ 

 
 
 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
慢 

～
伊
吹
山
初
登
頂
！
～ 

＊
一
年
間
の
活
動
を
通
し
た 

成
果
と
課
題 

 



スチューデント
キュレイターズ
ツウシン

オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
オ
リ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

コ
ド
モ
ニ
人
気
？

7
月
の
博
物
館
夏
祭
り
、
11
月

の
湖
風
祭
で
、
し
お
り
づ
く
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
し
ま
し
た
。

普
通
の
し
お
り
作
り
で
は
物
足

り
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
楽
座
メ

ン
バ
ー
み
ん
な
で
議
論
し
た
結
果
、

「
変
体
仮
名
の
し
お
り
」
を
考
案

し
ま
し
た
。
変
体
仮
名
と
は
、
現

在
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
平

仮
名
（
１
９
０
０
年
制
定
）
と
は

字
体
が
異
な
る
平
仮
名
の
こ
と
で

す
。し

お
り
作
り
は
、
変
体
仮
名
表

で
文
字
を
探
し
、
そ
れ
を
ト
レ
ー

シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
で
写
し
ま
す
。

そ
れ
に
、
色
画
用
紙
を
貼
り
付
け
、

縁
を
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
で
と
め
、

上
部
に
穴
を
開
け
て
リ
ボ
ン
を
通

す
と
完
成
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
名
前

で
世
界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
し
お
り
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地域博物館プロジェクト
トハ？

民具や古文書、お祭りな
ど、地域には多くの文化財
があり、それらは“地域文
化財”と呼ばれます。その
“地域文化財”や地域の歴
史・文化などを住民の方々
と共にに調べ、“地域博物
館”をつくりあげていくこ
とで地域の魅力の再発見を
お手伝いしています。
今年度は、白谷荘歴史民
俗博物館（高島市マキノ
町）・旧甲津原分校（米原
市甲津原）での調査活動に
加え、ビバシティ彦根（彦
根市）にて開催された「博
物館夏祭り」にも参加しま
した。

チョット聞イテヨ！

プロジェクト自慢！！！
いろいろなところに行ける！
→高島や米原など活動拠点が県内の様々なとこ
ろにあります！

貴重な史料に触れることができる！
→調査では実際に、貴重な史料に触れることが
でき、授業だけでは学べないことがたくさんあり
ます！

成果と課題

地
域
カ
ラ
ノ
コ
メ
ン
ト

白
谷
荘
歴
史
民
俗
博
物
館
の
調

査
・
整
理
・
維
持
・
保
存
の
た
め

に
先
生
方
と
共
に
日
曜
日
の
早
朝

よ
り
貴
重
な
時
間
を
さ
い
て
携

わ
っ
て
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

当
館
の
地
域
で
は
過
疎
化
が
進
み

住
民
の
皆
様
も
高
齢
化
し
若
い
人

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
伝
統

的
な
行
事
は
次
第
に
な
く
な
っ
て

い
く
な
ど
地
域
の
伝
統
・
文
化
も

薄
れ
て
き
て
さ
み
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
市
町
村
合
併
が
さ
れ
地

域
文
化
担
当
の
方
も
少
な
く
な
り

組
織
的
に
も
地
方
文
化
へ
の
関
心

が
依
然
よ
り
薄
ら
い
で
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
皆
様
が
直
接
地
域
の
民

具
や
教
科
書
・
古
文
書
に
触
れ
地

方
文
化
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。
若

い
皆
様
が
当
館
を
通
じ
て
地
方
の

民
俗
文
化
を
守
っ
て
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
も
学
生
の
皆
様
方
・
先
生
方
・

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と
共

に
地
域
文
化
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
又
、
皆
様
方

の
成
果
を
い
ろ
ん
な
所
で
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

皆
様
方
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。白

谷
荘
歴
史
民
俗
博
物
館

川
島
光
男

白谷荘歴史民俗博物館調査は、メンバーの
積極的な参加により、膨大な資料の調査が終
了に近づいてきました。奥伊吹民具調査事業
では、新たな地域での調査に着手することが
できましたが、調書作りも進めていく必要が
あります。
イベント事業では新たな取り組みに挑戦し、
来年度もアウトプット事業にも力を入れてい
こうと思っています。
これからもメンバーで話し合い、協力しな
がら、地域づくりのお手伝いをしていきたい
です。

2018年3月31日 発行

しおり作りの準備。画用紙やマステ、リボンは部員みんなで
選びました！



            

        

座・沖島新聞 
    Vol.02 2018.3.31 

発足二年を終えて 

前年度は発⾜して 1 年ということで、写真展などのイベントを通して、島⺠の

⽅々との距離が近くなり、少しずつではあるが、沖島での「座・沖島」の知名

度が徐々に上がった。⼀⽅、前年度に⾏った活動を通して、団体としての体制

が固まっていという反省点も挙がった。そこで、2 年⽬は毎⽉定例会を開催し、

今後の予定の確認や新たな活動のアイデアを出し合うといった活動を⾏った。

また、広報や会計などの役職や、イベントごとの担当を決めることで、仕事が

前年度よりもメンバー全体にいきわたる機会が多くなった。 

３年⽬は、島⺠の⽅々⼀緒に今後の沖島について考える機会を増やすなど、こ

れからも⻑く沖島と関わっていけるよう、課題を改善しながら少しずつ前へ進

めればと思う。 

沖島住民の声 

座・沖島さんには春祭り、夏祭りをはじめ、運動会、

イルミネーションなどで沖島の振興に多⼤なご協

⼒をいただいています。若者が島内で活動してくだ

さるだけで活気が⽣まれるのですが、そればかりで

なく、とても気持ちよく対応してくれます。特にイ

ルミネーションでは急な依頼にも関わらず、さすが

⼤学⽣、の出来栄えで島⺠みんな喜びました。他に

も沖島⾷堂で⾼齢者とも関わってくださって、今や

沖島になくてはならない存在です。これからもよろ

しくお願いします。 

今年度のスケジュール 

４⽉ 桜祭り 

５⽉ 春の⼤祭 

７⽉ とよさと改蔵コラボ沖島ベンチづくり 

   沖島⼩学校遠泳⼤会お⼿伝い 

   ヨシ船づくり 

８⽉ 沖島夏祭りのお⼿伝い 

10 ⽉ 沖島⼩学校運動会のお⼿伝い 

   FM 滋賀さん主催イベントお⼿伝い 

11 ⽉ 「湖⾵祭」出店 

12 ⽉ 沖島イルミネーションの飾りつけのお⼿伝い 

１⽉ 左義⻑祭りお⼿伝い 

２⽉ 沖島 100 円⾷堂お⼿伝い 

沖島のお祭りのお手伝い 

今年度は桜祭りや夏祭り、左義⻑祭り

など、数多くの祭りの準備や運営、⽚付

けをおこなった。この活動を通して地

域の⾵習や歴史を理解するとともに、

島⺠との関係も築くことができ、島⺠

の⽣の声を聴く良い機会ともなった。 

沖島小学校行事や、地域の方のお手伝い 

今年度は遠泳⼤会だけでなく、秋の運動会やヨシ船づくりにも関わ

り、前年度以上に沖島の⼦供たちと関わる機会が増えた。⼦供たち

との関わりを通じて、沖島にとって⼦供たちが、宝のような存在で

あり、⼤事にされているか、感じることができた。 

座・沖島とは… 

本プロジェクトは「まなぶ・まじわる・ささえる」を⽬標に活動してい

る。主に、島⺠にどんな活動をしてほしいか、私たちに協⼒できること

があるかをヒアリングして、より沖島に根差した活動を⽬指している。 

 お祭りや⼩学校⾏事などのお⼿伝いや、座・沖島が主体なっておこな

った写真展などの活動を通して、メンバーが沖島について理解を深め、

沖島の活性化の⽅法を島⺠と探っている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かみおかべ SB新聞 かみおかべ古民家活用計画 

-SLEEPING BEAUTY- 

2018 年 3 月 31 日発行 

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
！ 

パ
ー
ゴ
ラ
ベ
ン
チ
製
作 

今
年
度
、
改
修
事
業
の
一
環
と
し
て
、
木
工
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
さ

ん
と
協
力
し
て
、
か
み
お
か
べS

B

前
に
パ
ー
ゴ
ラ
ベ
ン
チ
を
製

作
し
ま
し
た
。
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
方
の
交
流
の
場
と

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
製
作
し
、
「
お
か
べ
処 

わ
い
わ

い
」
と
名
付
け
ま
し
た
。 

 

１
１
月
２
５
日
に
パ
ー
ゴ
ラ
ベ
ン
チ
お
披
露
目
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
来
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
親
子
さ
ん

と
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
を
食
べ
な
が
ら
話
を
し
ま
し
た
。「
パ
ー
ゴ
ラ

ベ
ン
チ
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
い
」「
土
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
敷

い
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動
に
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
！ 

 

そ
の
後
の
古
民
家
で
の
活
動
で
、
お
昼
ご
飯
は
パ
ー
ゴ
ラ
ベ
ン

チ
で
♡
と
い
う
の
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
地
域
の
方

に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
で
す
！ 

 
 

か
み
お
か
べ

S
B

の
新
名
物 新

名
物 

 

パーゴラ 

組み立て中！ 

看板完成♡ 

お披露目会で 

ふるまった豚汁☆ 

 

 

かみおかべ古民家活用計画-SLEEPING BEAUTY-とは？？ 

彦根市上岡部町にある古民家を拠点に活動しています！かなり立派な古民家で

す！「SLEEPING BEAUTY」とは、古民家にたくさんの宝が詰まっていると名

付けられたもの。①イベント開催②改修③ひょうたん④地域行事 の 4 つの事業

を柱に活動しています。 

①イベント開催 

今年度は、毎年恒例のピザパーティー、新

企画の古民家ホームパーティー、パーゴラ

ベンチお披露目会を開催しました！ピザ

パーティーでは生地から作りドラム缶で

焼いてピザをふるまいます！古民家ホー

ムパーティーではいままでふれ合いの少

なかった年代の方と交流できました♡ 

 

④地域行事 

太鼓登山、寺子屋、運動会、グランドゴ

ルフ大会などに参加しました。上岡部町

でも少子高齢化がすすんでいます。もっ

と多くの学生が参加して地域の活性化に

つなげたいです(*^^*) 

②改修事業 

パーゴラベンチを制作しました！いろ

んな人の団欒の場になってほしい… 

詳しくは上記にて(^^) 

 

③ひょうたん 

古民家の近くの畑で地域の方に教えても

らいながらひょうたんを栽培していま

す！栽培したひょうたんを加工し販売も

しています！今年はまめひょうたんを加

工しストラップにしました！ぜひ湖風祭

などでお立ち寄りを(*^-^*) 

 

 

 

 

 

ひょうたん事業では栽培したひょうたんを加工し販売しています！

今年度はまめひょうたんを工芸漆で加工し、ストラップにしまし

た！まとりょうしか風、お雛様とお内裏様、動物に見立てたもの、

シンプルなものまでものだくさん！！幅広い年代の方々に大好

評!(^^)!製作した一人一人の個性が出ています！ 

 

 

 

 

 

ちょっと聞いてよ！ 

プロジェクト自慢！！ 
 

~

地
域
の
方
か
ら~

 

若
い
人
た
ち
が
、
こ
の
上

岡
部
町
で
活
動
す
る
に

あ
た
り
、
節
度
を
持
っ
た

行
動
と
、
積
極
的
に
上
岡

部
町
に
係
ろ
う
と
す
る

姿
勢
は
、
今
の
若
者
も
頑

張
っ
て
い
る
な
、
と
の
印

象
を
強
く
す
る
次
第
で

す
。 上

岡
部
町
治
会
長
さ
ん

よ
り 

～1 年間の活動を通した成果と課題～ 

今年度は、改修事業やイベント開催で他団体とコラボしたり、

新企画を実施したり、ひょうたんの出店を上岡部町外でも行うこ

とで、今まで交流のなかった方々と交流することができた。今後

はもっと多くの学生がいろんな事業に携わるようにしていきた

い。また、古民家の住人がいなくなるため、新たな古民家活用方

法を考えて生きたい。 

 



 

 

 

田
の
浦
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
学
生
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
が
行
う
「
海
の
大
運
動
会
当
日

in

田
の
浦
」
が
八
月
六
日
、
田
の
浦
漁

港
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
で
六
回
目
と

な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
南
三
陸
の

田
の
浦
地
域
の
か
つ
て
の
お
祭
り
を
も

う
一
度
や
り
た
い
と
い
う
声
か
ら
六
年

前
に
始
ま
っ
た
。
（
運
動
会
の
写
真
） 

主
な
競
技
に
は
、
海
上
に
子
供
用
プ
ー

ル
を
浮
か
べ
て
ボ
ー
ル
投
げ
入
れ
る

「
海
の
玉
入
れ
」
、
海
上
に
浮
か
べ
た
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
上
を
走
る
「
海
上
徒

競
走
」
な
ど
だ
。 

 

今
年
の
目
玉
競
技
は
「
海
の
宝
探
し
」

で
、
参
加
者
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
乗

っ
て
、
宝
の
番
号
が
書
い
た
石
に
繋
が

れ
た
ア
ヒ
ル
の
浮
き
を
集
め
る
。（
宝
探

し
の
写
真
） 

今
年
は
昨
年
に
続
き
総
参
加
者
数
二
百

人
を
記
録
し
、
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り

を
見
せ
る
運
動
会
で
あ
る
が
、
地
域
の

人
も
学
生
も
、
こ
の
田
の
浦
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
を
長
く
続
け
て
い
き
た
い
と
意

気
込
ん
で
い
る
。 

 

 
新競技「海の宝探し」で奮闘 

四
月 

お
ち
ゃ
っ
こ
会 

五
月 

お
ち
ゃ
っ
こ
会 

七
月 

お
ち
ゃ
っ
こ
会 

八
月 

海
の
大
運
動
会 

十
月 

お
ち
ゃ
っ
こ
会 

十
一
月 

秋
湖
風
祭
出
店 

十
二
月 

 

 
 

お
ち
ゃ
っ
こ
ク
リ
ス
マ
ス
会 

一
月 

新
年
会 

二
月 

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
準
備 

三
月 

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト 

田
の
浦
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

年

間

活

動 

☆
今
年
度
の
課
題
と
成
果
☆ 

成
果
：
地
域
の
方
々
の
主
体
性
が
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と

に
大
き
く
な
っ
て
い
っ
て
い
る
！ 

課
題
：
新
入
生
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
、
田
の
浦
に
学

生
を
も
っ
と
連
れ
て
行
く
！ 

お
す
そ
わ
け
フ
ァ
ン
ド
募
集
中
！ 

N
P

O

法
人
田
の
浦
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
田
の
浦

の
海
の
幸
を
全
国
に
発
送
し
ま
す
！
詳
し
く
は
学

生
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
ま
で
！ 

 

田
の
浦
Ｆ
Ｃ
学
生
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
ニ
〇
一

七
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

お
ち
ゃ
っ
こ
ク
リ
ス
マ
ス
会 

十
二
月
の
恒
例
行
事
で
あ
る
、
お
ち
ゃ
っ
こ
ク

リ
ス
マ
ス
会
が
、
十
二
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
。

今
年
は
み
な
さ
ん
で
年
賀
状
を
書
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
も
来
て
く
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
は
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。 

 

      

田
の
浦 

新 

聞 

発行日 

2018 年 3 月 31

日 

震
災
の
記
憶 

風
化
さ
せ
な
い 

 

田
の
浦
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
学
生
サ
ポ
ー
ト
チ

ー
ム
が
行
う
「3

.1
1

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」

が
、
三
月
十
一
日
、
田
の
浦
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
キ

ャ
ン
ド
ル
に
巻
き
つ
け
る
紙
に
豊
富
や
感
謝

の
気
持
ち
を
そ
れ
ぞ
れ
綴
っ
た
。
（
写
真
） 

 

田の浦ＦＣ学生サポートチームの２０１７年 



2018 年 3 月 31 日発行 

と
よ
さ
ら
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
以
前

か
ら
犬
上
郡
豊
郷
町
で
お
米
を
作
っ
て

お
ら
れ
る
古
川
フ
ァ
ー
ム
さ
ん
に
一
反

の
水
田
を
借
り
て
お
り
、
そ
の
水
田
で

種
落
と
し
、
田
植
え
、
草
刈
り
、
収
穫
な

ど
の
お
米
作
り
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。 

種
落
と
し
か
ら
収
穫
ま
で
普
段
な
ら
で

き
な
い
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

一
年
間
の
お
米
農
家
さ
ん
の
作
業
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
手
植
え
で

は
古
川
さ
ん
に
直
接
指
導
い
た
だ
き
、

他
に
も
近
所
の
方
と
話
す
機
会
も
あ
っ

た
。
豊
郷
町
の
方
々
と
交
流
を
持
ち
な

が
ら
、
学
生
が
普
段
で
き
な
い
よ
う
な

お
米
作
り
に
携
わ
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
。 と

よ
さ
ら
だ
で
は
、
畑
を
借
り
て
作 

 

物
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
地
域
と
の
交

流
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
方
々
と
つ
な

が
り
を
持
つ
こ
と
も
大
切
な
目
的
の
一

つ
と
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
旧
豊
郷
小

学
校
で
開
催
さ
れ
た
と
っ
と
ま
つ
り
，

と
よ
さ
と
快
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
さ
ん
主

催
で
豊
郷
町
の
満
ち
家
に
て
開
催
さ
れ

た
ミ
ツ
マ
ル
シ
ェ
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。 

と
っ
と
ま
つ
り
で
は
、
畑
で
採
れ
た
じ

ゃ
が
い
も
を
使
っ
て
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト

を
販
売
、
ミ
ツ
マ
ル
シ
ェ
で
は
同
じ
く
、

畑
で
採
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
い
、
蒸

し
パ
ン
を
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
い
た 

地
域
の
催
し
物
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
私
た
ち
の
団
体
が
ど
の 

 

よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
た

く
さ
ん
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
地
域
の
方
々
、
他
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
々
と
も
多
く
の
つ

な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た

普
段
の
と
よ
さ
ら
だ
の
活
動
で
は
あ
ま

り
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
調
理
か
ら
販

売
ま
で
を
自
分
た
ち
で
行
っ
た
こ
と
で
、

商
品
販
売
の
大
変
さ
を
知
り
、
自
分
た

ち
で
作
っ
た
野
菜
を
使
っ
た
商
品
が
売

れ
た
時
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

良
い
経
験
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
。 

今
年
度
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
多

く
参
加
で
き
た
と
思
う
。
た
だ
直
売
所

で
野
菜
を
販
売
す
る
と
い
う
機
会
は
少

な
か
っ
た
。
野
菜
の
販
売
に
は
地
域
の

活
性
化
や
と
よ
さ
ら
だ
のP

R

、
野
菜
栽

培
に
お
け
る
知
識
の
習
得
な
ど
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
容

易
に
出
来
な
い
事
業
で
は
あ
る
が
、
来

年
度
は
精
力
的
に
販
売
を
行
っ
て
い
き

た
い
。 

と
よ
さ
ら
だ
新
聞 

地
域
の
人
の
声 

と
よ
さ
ら
だ
は
農
業
経
験
の
少
な
い
若
者
た
ち
が
野
菜
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
わ
か
ら
な
い
な
り
に
地
域
の
人
た
ち
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
土
に
触
れ
、
野
菜
で
地
域
と
交
わ
っ

て
い
る
。 

野
菜
の
出
来
不
出
来
は
関
係
な
く
、
若
者
が
興
味
を
持
っ
て
活
動

し
て
く
れ
る
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
。 

将
来
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
た
職
業
に
就
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

 

豊
郷
町
エ
コ
フ
ァ
―
マ
― 

森
久
仁
彦 

2018 年 3月 31日

発行 

農
家
さ
ん
と
の
お
米
作
り 

今
年
も
豊
作 

 

お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
出
店 

 

地
域
交
流
も 

今
年
度
の
成
果
、 

来
年
度
へ
の
課
題 



2018 年 3 月 31 日　楽座新聞

 

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
⽥
の
浦
。
彦
根
か

ら900km

の
距
離
、
⾞
で
⾛
る
こ
と13

時
間
。
リ

ア
ス
式
海
岸
特
有
の
優
れ
た
景
観
を
持
つ
南
三
陸
町

の
北
⻄
の
沿
岸
に
位
置
す
る
。
世
帯
数97

⼾,

⼈
⼝

404

⼈
︵
平
成17

年
度7

⽉31

⽇
現
在
︶
昔
か
ら

漁
業
が
盛
ん
で
、
漁
業
で
⽣
計
を
⽴
て
て
い
る
家
が

多
く
、
養
殖
業
で
は
ホ
ヤ
、
ホ
タ
テ
、
ワ
カ
メ
が
獲
れ
、

沿
岸
漁
業
で
は
刺
網
漁
で
マ
ダ
ラ
、
カ
レ
イ
、
ア
キ

ザ
ケ
。
籠
漁
で
タ
コ
、
⽩
ツ
ブ
⾙
、
⽑
ガ
ニ
な
ど
が
獲

れ
る
。

 

東
⽇
本
⼤
震
災
で
は15

ｍ
近
い
津
波
が
押
し
寄
せ
、

死
者14

⼈
、
⾏
⽅
不
明
者3

⼈
を
出
し
、55

⼾
が

被
災
し
た
。
⽥
の
浦
は
震
災
当
初
、
道
路
が
遮
断
さ

れ
陸
の
孤
島
と
な
り
⽀
援
⾞
両
が
通
り
過
ぎ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
ほ
と
ん
ど
⼊
っ
て
い
な
い
取
り
残
さ
れ

た
地
区
だ
っ
た
。

宮
城
県
本
吉
郡

南
三
陸
町
歌
津

田
の
浦

田
の
浦
に
つ
い
て

 

⽊
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
滋
賀
県
⽴
⼤
学
の
環
境

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
⽣
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
⽣
に

よ
る
震
災
復
興
⽀
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
東
⽇
本
⼤
震
災

と
い
う
未
曾
有
の
事
態
を
⽬
の
前
に
し
、
建
築
・
デ
ザ

イ
ン
を
学
ぶ
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
何
か
し
な

け
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
⽴
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

 

結
成
よ
り
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
⽥
の
浦
で

活
動
を
続
け
て
お
り
、
今
年
度
で6

年
⽬
を
迎
え
る
。

2011
年
の
漁
師
の
⽅
々
の
た
め
の
番
屋
に
始
ま
り
、

2012
年
の
ニ
ュ
ー
⽥
の
浦
セ
ン
タ
ー︵
集
会
所
︶建
設
、

そ
し
て
そ
れ
以
降
セ
ン
タ
ー
の
増
築
や
、
キ
ッ
チ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
製
作
、
敷
地
内
の
ガ
ー
デ
ン
整
備
、
パ
ー
ゴ

ラ
製
作
、
ベ
ン
チ
製
作
を
⾏
っ
て
き
た
。

 
⽥
の
浦
と
の
つ
な
が
り
は
現
地
で
活
動
さ
れ
て
い
た

環
⼈
ネ
ッ
ト
の
副
理
事
⻑
で
あ
る
⽥
中
光
⼀
さ
ん
の
知

⼈
で
あ
る
気
仙
沼
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
の
⽅
の
紹

介
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

滋
賀
か
ら
、
被
災
地
へ
通
い
続
け
る

木
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
の
方
と
共
に
、

鳥
居
を
再
建

 

東
⽇
本
⼤
震
災
に
よ
り
破
損
し
た
南
三
陸
町
歌
津
⻑
沢
に
あ
る
⽩
⿃
稲
荷
神
社

の
⿃
居
。
⽥
の
浦
の
⽅
か
ら
こ
の
⿃
居
を
直
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
お
願
い
が

あ
っ
た
。
当
初
は
、
ど
う
や
っ
て
作
れ
ば
い
い
の
か
、
今
い
る
メ
ン
バ
ー
の
技
術

⼒
で
⿃
居
を
作
れ
る
の
か
、
な
ど
多
く
の
不
安
と
悩
み
が
あ
っ
た
。

 

し
か
し
、
そ
れ
は
現
地
の
⼤
⼯
さ
ん
な
ど
と
共
に
、
⾏
う
こ
と
に
よ
っ
て
解
消

さ
れ
た
。
現
地
の
⽅
と
共
に
活
動
を
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
⽊
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
⽥
の
浦
と
関
わ
り
続
け
て
築
き
上
げ
た
関
係
の
お
か
げ
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

 

元
々
あ
っ
た
⿃
居
は
柱
の
根
本
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
こ
に
⽔
が
溜
ま
り
少
し
ず
つ
腐
っ
て
い
っ
た
そ
う
だ
。
そ
ん
な
状
態
の

と
き
に
東
⽇
本
⼤
震
災
が
起
こ
り
、
そ
の
⼤
き
な
地
震
の
揺
れ
に
よ
っ
て
倒
れ
て

し
ま
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
部
分
だ
け
は
残
っ
た
状
態
に
な
っ
た
。

 

こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
利
⽤
し
て
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
思
い
設
計

を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
左
右
が
⾮
対
称
で
⽳
の
形
や
⼤
き
さ
、
⾓
度
な
ど
が
異

な
っ
て
い
た
の
で
、
基
礎
だ
け
を
再
利
⽤
す
る
こ
と
に
し
た
。

 

柱
は
、
四
⾓
の
材
の
⾓
を
落
と
し
て
い
き
、
⼋
⾓
形
、
⼗
六
⾓
形
、
三
⼗
⼆
⾓

形
、・・・
と
、
多
⾓
形
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
つ
る
つ
る
に
な
る
ま
で
丸
く
し
て
い
っ

た
。
横
材
は
ま
っ
す
ぐ
な
⼀
本
に
し
て
も
よ
か
っ
た
が
、
良
い
⾒
え
⽅
に
な
る
よ

う
に
両
端
が
少
し
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
し
た
。
⽊
材
は
栗
⽊
を
使
⽤
し
て
い
る

た
め
、
普
段
使
っ
て
い
る
杉
材
や
桧
材
と
⽐
べ
、
⾮
常
に
固
く
⼤
変
で
あ
っ
た
。

 

施
⼯
で
は
ま
ず
、
で
き
た
材
を
⽔
平
⾯
で
組
み
⽴
て
て
か
ら
そ
れ
を
釣
り
上
げ

て
基
礎
に
は
め
込
む
作
業
だ
っ
た
。
ミ
リ
単
位
で
の
誤
差
の
修
正
な
ど
を
⾏
い
な

が
ら
の
作
業
で
、
は
め
込
む
ま
で
に
す
ご
く
時
間
が
か
か
っ
た
。
こ
の
⽇
は
、
ク

レ
ー
ン
を
使
っ
て
も
ら
っ
た
り
な
ど
多
く
の
⼈
に
⼿
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
。

 

施
⼯
が
終
わ
り
、
最
後
は
塗
装
で
あ
る
。
普
通
の
ペ
ン
キ
で
は
な
く
⿃
居
⽤
の

塗
料
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
塗
っ
た
。
⾚
く
な
る
こ
と
で
、
緑
を
背
景
に
存

在
感
の
あ
る
も
の
に
変
わ
っ
た
。

 

今
回
、
⿃
居
を
作
れ
た
の
は
、
現
地
の
⼈
な
ど
の
多
く
の
協
⼒
が
あ
っ
た
お
か

げ
で
あ
る
。
協
⼒
ん
し
で
は
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

加加加加加工工施施施施施施施施工工工工工完完完完完完完完成成成成成成成成

⼋⾓形から丸へ

地
域
の
声

 

⽴
派
な
⿃
居
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
毎
年
⽊
興
の
学
⽣
が
来
て
く
れ

る
こ
と
が
嬉
し
い
し
、
来
年
も
ま
た
来
て
ほ
し
い
。
今
回
の
⿃
居
以
外
に
も
⽥
の

浦
に
は
⿃
居
が
あ
る
。
そ
の
⿃
居
の
⾊
を
塗
り
直
し
て
ほ
し
い
。

 

千
葉
昇
⼀
郎
さ
ん

 

(

⽥
の
浦
住
⺠
・
区
⻑)

 

あ
の
⽇
か
ら7
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
当
時
は
⽣
か
さ
れ
た
と
い
う
思
い
だ
け

で
、
何
も
考
え
ら
れ
ず
、
ど
う
し
て
い
い
の
か
も
わ
か
ら
ず
、
た
だ
⾛
り
抜
け
て

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

滋
賀
の
皆
様
、
学
⽣
さ
ん
た
ち
に
は
応
援
は
じ
め
、
励
ま
し
の
⾔
葉
、
勇
気
づ
け

ら
れ
、
監
査
の
⾔
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
厳
し
く
春
の
訪
れ
雪
解
け
を
待
ち
な
が
ら
⽇
々
暮
ら
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

⾦
野
安
美
さ
ん

 
︵
⽥
の
浦
住
⺠
、
お
ち
ゃ
っ
こ
会
主
催
者
︶

 

今
年
度
は
例
年
と
異
な
り
院
⽣
が
お
ら
ず
、
技
術
⼒
・
知
識
な

ど
⾊
々
な
こ
と
で
劣
っ
て
い
た
が
、
⾃
分
た
ち
だ
け
だ
と
何
が
で

き
何
が
で
き
な
い
か
を
⾏
く
考
え
、
で
き
な
い
こ
と
は
現
地
の
⼈

や
先
⽣
な
ど
に
協
⼒
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
⿃
居
の

再
建
な
ど
⼤
き
な
こ
と
ま
で
⾏
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

今
後
は
よ
り
多
く
の
⼈
に
こ
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
⻑
期
的
に
関
わ
る
⽊
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
震
災
以

降
⾏
っ
た
活
動
内
容
を
ま
と
め
る
べ
き
だ
。
そ
れ
は
、
短
期
間
で

作
る
も
の
で
は
な
く
ゆ
っ
く
り
と
じ
っ
く
り
作
る
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ア
ー
カ
イ
ブ
作
り
を
始
め
た
。
今
後
の
復
興

⽀
援
団
体
に
向
け
た
も
の
を
作
ろ
う
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
を
す

る
た
め
に
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
少

し
ず
つ
復
興
⽀
援
か
ら
町
興
し
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
今
後
の
活
動
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

７
年
目
の
成
果
と
課
題



こ
れ
ま
で
の
研

究

で

作

製

し

た

リ

サ

イ

ク

ル

プ

ラ

ン
タ

ー

を

用

い
て
、
福
祉
問
題

へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ

を

実

現

し

た

も

の

が

h
a

n
a

-
w

a

活
動
で
す
。
現

廃
棄
物
バ
ス
タ
ー
ズ
新
聞

～
人
と
環
境
を
救
う
雨
水
タ
ン
ク
～

発行日 「2018年3月31日」

廃
プ
ラ
と
水
資
源
を
意
識
で
き
る

地
域
人
・
社
会
を
目
指
し
す

「雨
水
タ
ン
ク
」

「
雨
水
タ
ン
ク
」の

実
物
大
成
形
へ
む
け
て
！

「
雨
水
タ
ン
ク
」
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

～
廃
棄
物
バ
ス
タ
ー
ズ
～

地
域
の
方
の
声
彦
根
キ
レ
イ
隊
馬
場
さ
ん

廃
棄
物
バ
ス
タ
ー
ズ
の
こ
れ
か
ら

h
a

n
a

-w
a

活
動

本
団
体
は
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
タ
ー
の
開
発
、
製
造
、

販
売
に
貢
献
し
て
き
た
団
体
で
す
。
こ
の

活
動
の
際
に
、
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用

い
て
も
強
度
を
保
つ
こ
と
の
で
き
る
技
術

を
開
発
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
技
術
を
用

い
て
新
た
に

廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
雨
水
の
再
利
用
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
水
災
害
の
予
防
、
災
害
時
の

た
め
の
貯
水
が
可
能
な
雨
水
タ
ン
ク
に
も
用

い
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ

ま

で
行

っ
て
き

た

リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ン

タ
ー
と
は
求
め
ら
れ
る
事
柄
が
大
き
く

異

な

っ
て
い
る

た

め

、
当

研

究

室

で
実

験
・
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
活
動
に
よ
り
実
際
に
雨
水
タ

ン
ク
を
製
造
・
販
売
し
、
各
家
庭
に
普
及

し
人

々

の
環

境

へ
の
意

識

向

上

が
図

れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
家
庭
に

小
さ
な
ダ
ム
を
所
有
す
る
よ
う
な
社
会

の
あ
り
方
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
交
渉
を
行
っ
て
き
た
企
業
と
交

渉
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
が
、
相
手
側
の
事
情

が

解

決

さ

れ

ず

、
成

形

が
で
き

ま

せ

ん

で
し

た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
成

形

方

法

で
は
リ
サ

イ
ク
ル
品

の
大

き

な

付

加

価

値

で
あ

る

「
エ
コ

マ
ー

ク
」
の
認

定

を

受

け
る

こ
と
が
で
き

な

い

状

況

に
あ

り

ま

し
た

。
そ
こ
で
、
こ
れ

ま

で
の

検
討
と
異
な
る
、
新
た
な
成
形
方
法
に
着
目
し

ま

た

。
新

し
い
形

方

法

で
は
、
こ
れ

ま

で
は
困

難
だ
っ
た
「
エ
コ
マ
ー

ク
認
定
」
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

彦
根
キ
レ
イ
隊

彦

根

駅

周

辺

の

美

化

活

動

を

な

さ

れ

て

い
る

彦

根

き

れ

い
隊

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
彦
根
市
周

辺
や
、

よ
さ
こ
い
祭
り
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
祭
り
で
の
ゴ
ミ

拾

い
ゴ

ミ

分

別

の

啓

蒙

活

動

を

お

手

伝

い

し
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
雨
水
タ
ン
ク
作
成
を
本
格
化
す
る

と
と
も
に
、
今
年
度
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

試
料
の
粉
末
化
加
工
を
行
い
、
実
物
大
タ
ン
ク
の

試
作
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
の
活
動
に
つ
い
て
も

今
後
積
極
的
に
参
加
、
発
展
さ
せ
る
事
を
考
え
、

地
域
の
方
に
廃
棄
物
バ
ス
タ
ー
ズ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、

地
域
貢
献
す
る
こ
と
の
両
立
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今

年

も

、
廃

棄

物

バ
ス
タ
ー

ズ
の
皆

さ

ん
は

学
業
や
諸
事
情
が
あ
る
中
、
可
能
な
限
り
の
協

力
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

た
く
嬉

し
く
思

っ
て
い
ま

す

。
彦

根

に
お

越

し

く

だ

さ

る

方

を

気

持

ち

よ
く
お

も

て
な

し
す

る

た

め
の
イ
ベ
ン
ト
会

場

で
の
キ
レ
イ
ブ
ー

ス

の
運
営
等
で
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

活

動

す

る

こ
と
で
味

わ

え
る

一

滴

の
ス
ペ
ア

ミ
ン
ト
気

分

。
こ
れ

か
ら

も

一

緒

に
味

わ

い
た

い
も
の
で
す
ね
。

そ
こ
で
、
今

年

度

は
成

形

方
法

を

変

え
た
こ

と
に
よ
る

、
原

料

の
見

直

し
、
そ
の
物

性

の
評

価

を

行

い
、
来

年

度

の
実

物

大

の
清

家

へ
、
向

け
た
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
難
点

と
し
て
原

料
の
事

前

加

工

が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
原
料
加
工
は
企
業

に
依
頼
を
す
る
必
要
で
し
た
が
、
加
工
し
て
い

た
だ
け
る
企
業
を
発
見
し
交
渉
し
た
も
の
の
、

今
年
度
に
行
う
こ
と
が
困
難
で
し
た
。

～
一
滴
の
ス
ペ
ア
ミ
ン
ト
気
分
を
ご
一
緒
に
～

在
四
つ
の
福
祉
事
業
所
と
上
西
産
業
㈱
と
協
力
し
、

プ
ラ
ン
タ
ー

の
販

売

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行

っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
プ
ラ
ン
タ
ー
数
の
多
い
大
津S

A

の

草

花

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
参

加

し
、
整

備

の
お
手

伝

い

を
し
て
い
ま
す
。



木
之
本
・
長
浜　
街
歩
き

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
！

木
之
本
街
並
み
研
究
会
で                                 

                       

調
査
報
告
会

活
動
紹
介

今
年
度
の
活
動

地
域
の
方
の
コ
メ
ン
ト

課
題
と
成
果

調
査
報
告
書
完
成
！

2018 年 3月 31日

木之本こじへいプロジェクト

　

一
〇
月
八
日
︑
建
築
家
の
大
井
鉄
也
さ

ん
や
︑
つ
る
や
パ
ン
の
方
々
と
街
歩
き
を

通
し
て
木
之
本
の
現
状
や
将
来
の
展
望
な

ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
く
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
︒

　

滋
賀
県
立
大
学
の
卒
業
生
で
も
あ
る
大

井
鉄
也
さ
ん
は
︑
建
築
の
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
で
あ
る
﹁
Ｓ
Ｄ
レ
ビ
ュ
ー2017

﹂

で
木
之
本
に
あ
る
︑
つ
る
や
パ
ン
の
工
場

の
改
修
を
行
う
計
画
案
で
見
事
入
選
さ
れ

た
︒
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
実
際

に
工
場
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
話

を
頂
い
た
︒
ま
た
︑
つ
る
や
パ
ン
の
本
店

や
大
井
さ
ん
が
改
修
し
た
古
民
家
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
︒

　

私
た
ち
の
知
ら
な
い
木
之
本
の
魅
力

や
︑
木
之
本
で
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
々
の
生
の
声
が
聞
け
て
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
︒
そ
し
て
︑
ま
だ
ま
だ
木
之
本
の

こ
と
が
表
面
的
に
し
か
理
解
で
き
て
い
な

い
こ
と
に
気
が
付
い
た
︒

　
昨
年
は
︑木
之
本
に
あ
る
元
麹
屋﹁
こ
じ
へ
い
﹂

を
改
修
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
活
動
が
始

ま
っ
た
が
着
工
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒

そ
の
反
省
を
活
か
し
︑
今
年
度
は
木
之
本
こ
じ

へ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
︑
学
生
に
よ
る
町
並
み

の
調
査
を
中
心
に
取
り
組
み
︑
町
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
決
め
た
︒

　
木
之
本
を
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
で
︑
古
民

家
の
改
修
の
手
が
か
り
と
な
り
︑
今
後
の
活
動

に
繋
げ
て
い
く
た
め
の
ベ
ー
ス
を
確
立
し
よ
う

と
し
た
︒
そ
の
た
め
に
︑
秋
か
ら
本
格
的
に
︑

木
之
本
を
訪
問
し
︑
歴
史
や
街
並
み
に
つ
い
て

調
査
し
た
︒そ
こ
で
︑地
域
の
方
と
会
話
し
た
り
︑

地
域
の
商
業
施
設
や
産
業
の
魅
力
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
︒
そ
の
こ
と
で
︑
町
を
よ

り
知
り
た
い
︑
よ
り
関
わ
り
た
い
と
い
う
メ
ン

バ
ー
の
方
向
性
が
固
ま
っ
て
き
た
︒

　
地
域
に
大
学
生
が
関
わ
る
と
い
う
こ
と
は
︑

新
た
な
目
線
で
地
域
の
魅
力
や
特
徴
が
発
見

さ
れ
る
︑
と
て
も
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
︒
地
域
の
方
が
集
ま
る
﹁
街
並
み
研

究
会
﹂
で
の
発
表
で
は
︑
地
域
の
方
々
も
興

味
深
く
話
を
聞
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
︒
質
疑
応
答
で
は
厳
し
い
質
問
も
出
て
い

ま
し
た
が
︑
そ
う
い
っ
た
質
問
を
し
た
く
な

る
よ
う
な
︑
よ
い
調
査
発
表
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
力
作
の
街
並

み
ス
ケ
ッ
チ
も
好
評
で
し
た
ね
！

︵
な
が
は
ま
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

中
山
郁
英
︶

　
木
之
本
街
並
み
研
究
会
は
︑
木
之
本
に
住
む

高
齢
者
の
方
が
若
い
方
に
歴
史
を
継
承
す
る
た

め
に
発
足
さ
れ
た
研
究
会
で
あ
り
︑
地
域
の
街

並
み
の
現
状
︑
未
来
に
つ
い
て
木
之
本
の
方
々

が
意
見
交
換
し
て
い
る
︒
こ
の
研
究
会
で
調
査

報
告
を
す
る
こ
と
で
︑
学
生
が
考
え
る
木
之
本

の
魅
力
や
発
見
を
聞
い
て
も
ら
い
︑
今
後
の
木

之
本
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
を
考
え

た
︒

　　

私
た
ち
は
︑
北
国
街
道
の
街
並
み
を
手
描
き

で
︑連
続
立
面
図
に
し
た
マ
ッ
プ
を
作
製
し
た
︒

今
回
の
報
告
会
で
︑
こ
の
マ
ッ
プ
が
と
て
木
之

本
に
人
に
と
て
も
好
評
だ
っ
た
︒

　
木
之
本
の
方
か
ら
は
︑

﹁
今
後
イ
ベ
ン
ト
に
使
っ

て
み
た
い
！
﹂
や
﹁
マ

ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
に
し

て
み
た
い
！
﹂
な
ど
温

か
い
意
見
を
い
た
だ
い

た
︒

　
今
ま
で
調
査
し
て
き

た
内
容
を
ま
と
め
て
︑

﹁
木
之
本
町
並
み
調
査
﹂

と
い
う
報
告
書
を
制
作

し
た
︒
こ
の
報
告
書
を

用
い
な
が
ら
︑
今
後
の

方
針
を
木
之
本
の
方
と

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
︒

　
報
告
会
で
は
︑
木
之

本
に
住
ん
で
い
る
方
々

の
生
の
意
見
を
い
た
だ

い
た
︒
特
に
︑
呼
び
名

や
歴
史
的
な
背
景
な
ど

に
指
摘
が
あ
り
︑
今
後

の
調
査
に
活
か
し
た
い
︒

　

来
年
度
の
活
動
は
す
で
に
動
き
出
し
て
い

る
︒
中
山
郁
英
さ
ん
が
今
年
の
三
月
か
ら
木

之
本
の
町
屋
に
移
住
さ
れ
︑
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
こ
と
を
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の

計
画
を
建
築
家
の
大
井
鉄
也
さ
ん
と
︑
私
た

ち
学
生
と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
︒
調
査
し
た
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
木
之
本

の
可
能
性
を
考
え
︑
さ
ら
に
勢
力
的
に
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

　

木
之
本
こ
じ
へ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
︑

長
浜
市
木
之
本
の
北
国
街
道
に
位
置
す
る

古
民
家
を
改
修
し
︑
長
浜
北
部
へ
の
入
り

口
と
し
て
国
内
外
の
人
々
の
目
印
と
な
る

魅
力
的
な
拠
点
を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
︒
地
域
に
根
ざ
し
︑
新
た
な
繋
が
り

が
生
ま
れ
る
場
所
を
作
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
︒

　

今
年
度
は
︑
学
生
に
よ
る
町
並
み
の
調

査
を
中
心
に
活
動
し
た
︒
木
之
本
は
江
戸

時
代
か
ら
宿
場
町
と
し
て
栄
え
︑
現
在
で

も
街
並
み
が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
︒
木

之
本
の
歴
史
や
街
並
み
を
よ
り
詳
し
く
知

る
こ
と
で
︑
今
後
の
活
動
の
ベ
ー
ス
を
確

立
し
よ
う
と
し
た
︒

木
之
本
こ
じ
へ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新聞

つるやパンの専務の西村さんは、
つるやパンは木之本の子どもからお
年寄りまですべての人をとても大切
にされていて、町のパン屋だからこ
そできる地域振興のあり方を語って
くださった。

この日は快晴で、楽しく街歩きする
ことができた。大井さんを先頭に
木之本の街並みや歴史、特徴など
を教えていただいた。

大井さんが改修された住宅。住宅
ではあるが、町とのつながりを大事
にされていて、この土間は地域の人
に開放した空間となっている。自分
達のプロジェクトにつながるよい参
考になった。



フ
ラ
ワ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー 

「な
の
・わ
り
」 

フ
ラ
ワ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
「な
の
・わ
り
」は
、
植
物
を
使
っ
た
資
源
循
環
型

社
会
の
形
成
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
菜
の
花
・ひ
ま
わ
り
の
栽

培
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
生
・高
校
生
を
対
象
と
し
た
授
業
イ
ベ

ン
ト
で
、
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

ひまわりたくさん取れました！ 

 

彦
根
市
三
津
町
に
あ
る
休
耕
田
と
県
立

大
学
の
工
学
部
棟
で
菜
の
花
と
ひ
ま
わ
り

の
栽
培
を
実
施
し
た
。
休
耕
田
で
は
4
月

か
ら
6
月
に
か
け
て
菜
の
花
の
栽
培
を
行

い
6
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
ひ
ま
わ
り
を

栽
培
し
た
。 

 

今
年
は
ひ
ま
わ
り
の
種
ま
き
時
期
を

早
め
た
お
か
げ
で
収
穫
量
が
増
加
し
ま

し
た
．
ま
た
，
昨
年
引
き
続
き
畑
に
行
く

回
数
を
増
や
し
，
で
き
る
だ
け
雑
草
を

少
な
く
で
き
た
の
も
良
か
っ
た
と
思
う
． 

来
年
度
は
，
種
の
品
種
を
変
え
，
搾
油
に

関
し
て
は
，
良
い
乾
燥
場
所
，
方
法
を
考

え
，
昨
年
度
以
上
の
菜
の
花
油
を
取
れ

る
よ
う
に
し
た
い
． 

 

今
年
は
2
つ
の
小
学

校
で
出
前
授
業
！ 

 

今
年
度
は
、
平
田
小
学
校
と
城
北
小

学
校
の
2
校
で
出
前
授
業
を
実
施
し

た
。
授
業
内
容
は
、
地
球
温
暖
化
や
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
つ
い
て
の
講
義
や
、

手
の
ひ
ら
で
発
電
す
る
実
験
な
ど
で

あ
る
。 

 

「バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
で
地

球
を
救
お
う
！
」の
劇
で
は
小

学
生
た
ち
に
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
た
。
授
業
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
「地
球
温
暖
化

に
つ
い
て
よ
く
わ
か
っ
た
、
と

の
声
が
あ
っ
た
の
で
、
地
球
温

暖
化
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。 

出前授業の様子 平田小学校 6月13日 

チ
ー
ム
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス 

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
ヤ
ン
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
依
頼
が
き
た
。
昨
年
同
様
、
子
供
た
ち

に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
． 

内
容
は
、
ス
ラ
イ
ム
つ
く
り

割
れ
な
い
シ
ャ
ボ
ン
玉
体
験
，

子
供
た
ち
に
、
科
学
の
面
白

さ
や
工
作
の
楽
し
さ
を
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

と
思
う
。 

 

ま
た
、
秋
祭
り
で
は
、
追

加
で
バ
ル
ー
ン
飛
行
機
つ
く

り
を
行
な
っ
た
．
予
想
以
上

の
人
数
の
子
供
が
ブ
ー
ス
に

来
て
く
れ
て
、
楽
し
ん
で
も

ら
え
た
。 

ヤンマーミュージアムワークショップ
の様子 10月7日 

今
年
も
高
大
連
携
授
業
！ 

 

今 

年
度
も
、
虎
姫
高
校
の
2
年
生
（理
系
）
が
来

校
し
、
エ
ン
ジ
ン
講
習
お
よ
び
燃
料
作
り
の
講
義
を

受
け
た
。
講
義
で
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を

高
校
生
に
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
燃
料
で
動
く
「バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
ト
」に
試
乗
す
る
な
ど
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
体
験
を
し
た
。 

高大連携授業の様子 8月21日 

湖
風
祭
で
揚
げ
餃
子 

 

大
学
の
学
園
祭
で
あ
る

湖
風
祭
で
、
ひ
ま
わ
り
の

油
を
用
い
た
揚
げ
餃
子
の

販
売
を
行
っ
た
。
子
供
連

れ
の
お
客
さ
ん
や
学
生

な
ど
が
来
て
く
れ
た
．
揚

げ
餃
子
だ
け
で
な
く
、
ひ

ま
わ
り
油
そ
の
も
の
に
興

味
を
持
っ
て
頂
き
よ
か
っ

た
と
思
う
。 

湖風祭の様子 11月4日 

成
果
と
課
題 

今
年
度
は
ひ
ま
わ
り
の
収
穫
量
が
増
え
た
。
ま
た
、
ヤ
ン

マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
こ
と
が
で

き
た
。
来
年
度
は
、
さ
ら
に
小
学
校
の
訪
問
数
を
増
や
し
、

さ
ら
な
る
広
報
活
動
拡
充
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。 

楽 座 新 聞 発行日 2018年3月31日 

ひまわり畑の様子 8月22日 

 

燃
料
作
り
で
は
、
軽
油

と
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の

違
い
や
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
指
導

し
た
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
カ
ー
ト
の
試
乗
は
今
年

度
も
好
評
で
、
動
い
た
時

に
は
歓
声
が
上
が
っ
て
い

た
。  



                            

                            

                 

          

 

 

❓ 

 

 

 

今
年
度
は
、
ド
リ
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
を
導
入
し
、
新
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
る
な
ど
、

新
し
い
試
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
昨
年
度
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
高
宮
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
今
年
度
は
「
ボ
ー
ル
入
れ
」
を
出
店
し
、
地

域
の
方
と
交
流
を
深
め
た
。
蔵
で
は
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
、
寄
席
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
様
々
な
人
と
の
つ
な
が
り
を

も
つ
こ
と
が
で
き
た
。 

課
題
は
、
地
域
の
方
に
お
と
く
ら
喫
茶
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
お
と
く
ら
に
訪
れ
る
方
が
満
足
で
き
る
よ
う
な
、
落
ち
着
い
た

空
間
づ
く
り
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
。 

 

お
と
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
彦
根
市
高
宮
町
の
古
民
家

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
喫
茶
お

と
く
ら
」
を
運
営
し
、
高
宮
町

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
古
民
家
は
、
家
主
の
加
藤

義
明
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
学
生
が
改
修
し
、

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
お

と
く
ら
を
訪
れ
た
人
は
、
独
特

で
穏
や
か
な
雰
囲
気
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
併
設
し
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
月
ご
と
に
展
示
が
変
わ

り
、
様
々
な
作
品
と
出
会
え
る

場
と
な
っ
て
い
る
。 

お
と
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
お
と

く
ら
に
あ
る
広
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し

て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
中
で
も
お
と
く
ら
寄
席
は
２
０
１
５
年

る
。 

か
ら
続
く
定
番
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
私
た

ち
は
落
語
家
の
方
々
に

場
所
を
提
供
し
た
り
、

落
語
を
見
に
来
た
お
客

様
に
飲
み
物
を
提
供
し

た
り
す
る
。
毎
回
落
語

家
の
方
々
が
来
て
く
だ

さ
る
が
、
今
年
度
は
近

江
高
校
の
古
典
部
に
よ

る
落
語
が
行
わ
れ
た
。

地
元
の
高
校
生
と
の
交

流
が
と
て
も
印
象
的
で

あ
っ
た
。
今
後
も
今
年

度
の
寄
席
の
よ
う
に
さ

ら
に
交
流
の
幅
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
た
ら
と

考
え
る
。 

先
日
、
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

お
客
様
は
高
宮
町
に
住
ん
で

い
る
方
だ
っ
た
。
年
を
と
っ

て
外
に
出
る
機
会
が
少
な
く

な
っ
た
人
が
集
ま
っ
て
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
趣
味

が
で
き
た
り
す
る
空
間
に
な

れ
ば
よ
い
と
思
う
、
と
お
話

し
さ
れ
て
い
た
。
実
際
、
地

域
の
方
と
の
交
流
は
ま
だ
ま

だ
浅
い
。
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
雰
囲
気
づ
く
り
や
「
お
と

く
ら
通
信
」
に
よ
る
情
報
発

信
の
強
化
な
ど
を
行
い
、
地

域
の
方
に
交
流
の
場
と
し
て

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

活
動
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら

に
、
学
生
や 

ょ
っ

！

 

お
と
く
ら
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

だ
。
お
と
く
ら
に
訪
れ
る
お
客

様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
イ
ベ
ン
ト
や
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
通
じ
て
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
る
。 

 

に
学
生
や
観
光
客
と
地
域
の
方
と

の
交
流
が
お
と
く
ら
か
ら
生
ま
れ

れ
ば
、
よ
り
活
性
化
に
繋
が
る
だ

ろ
う
。 



守ろう！琵琶湖の在来種
滋賀県大生き物研究会

滋賀県立大学の学生団体「滋賀県大生き物研究会」は琵琶湖の外来
生物に学生として何かしたいとの思いから、釣り好き、魚好き、生き
物好きな学生が集まって発足した。一昨年までは、滋賀県大BASSER’S
という名で活動していた。学生として他の学生や地域へ働きかけ、地
元の水環境を守ることを目的としている。主な活動は、地域を流れる
河川と琵琶湖の内湖における月2 回ほどの外来魚駆除と在来魚のモニタ
リング。獲った外来魚はできるだけ胃の内容物の確認や生殖腺の観察
を行なっている。その他、外来魚駆除釣り大会やお魚採りイベントの
自主開催、学生向けの勉強会や県と連動した活動、学園祭でのブース
出展もしている。地域との連携、活動の展開が期待されている。

生
き
物
研
新
聞

2018 年（平成30 年）3 月31 日 土曜日 滋賀県大生き物研究会

生
き
物
観
察
会

☆
身
近
な
生
き
物
を
知
ろ
う

六
月
十
八
日
、
愛
西
土
地
改
良
区
で
開
催
さ
れ
た
水
土

里
ふ
れ
あ
い
体
験
で
生
き
物
観
察
会
を
開
催
し
た
。

我
々
生
き
物
研
究
会
は
毎
年
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
生
き

物
観
察
会
を
催
し
て
お
り
、
今
年
も
例
年
通
り
水
辺
の

生
き
物
を
展
示
し
て
、
生
き
物
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー

を
行
な
っ
た
。

今
年
展
示
し
た
生
き
物
は
フ
ナ
、
カ
ネ
ヒ
ラ
や
ナ
マ

ズ
と
い
っ
た
魚
類
に
加
え
て
、
ミ
ミ
ズ
や
カ
メ
、
カ
エ

ル
と
い
っ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
展
示
内
容
と
な
っ
た
。

観
察
会
で
は
そ
の
中
か
ら
「
ナ
マ
ズ
の
生
態
」
、
「
日

本
一
長
い
ハ
ッ
タ
ミ
ミ
ズ
」
、
「
カ
メ
3

種
類
の
違

い
」
と
い
う
3

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ミ
ニ
講
義
が

行
わ
れ
た
。

「
ナ
マ
ズ
の
生
態
」
で
は
子
供
た
ち
は

実
際
に
ナ
マ
ズ
に
触
れ
、
う
ろ
こ
が
な
い
と
い
う
こ
と

に
驚
い
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
日
本
一
長
い
と
い
わ
れ

る
ハ
ッ
タ
ミ
ミ
ズ
が
子
供
た
ち
の
目
の
前
に
現
れ
る
と

歓
声
が
上
が
っ
た
。
「
カ
メ
3

種
類
の
違
い
」
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
イ
ラ
ス
ト
で
解
説
さ
れ
、
外
来
カ

メ
が
増
え
て
い
る
現
状
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
生
き

物
を
見
せ
る
だ
け
で
な

く
実
際
に
触
れ
る
こ
と

で
、
生
き
物
に
つ
い
て

よ
り
詳
し
く
知
り
、
興

味
を
掻
き
立
て
る
い
い

機
会
に
な
っ
た
と
思

う
。
そ
の
子
た
ち
が
将

来
、
環
境
問
題
に
関
心

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

大
人
に
成
長
し
、
日
本

の
水
辺
の
未
来
を
担
う

こ
と
が
我
々
生
き
物
研

究
会
の
目
標
で
あ
る
。

今
年
度
で
私
た
ち
の
活
動
は
七
年

目
に
な
る
。
こ
こ
ま
で
活
動
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
多
く
の
方

か
ら
の
支
え
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
あ

る
。神

上
沼
で
の
外
来
生
物
の
駆
除
活

動
は
、
昨
年
度
同
様
、
頻
度
を
減
ら

し
て
行
な
い
、
そ
の
影
響
を
み
た
。

ま
た
、
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
、
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
野
瀬
川
で
の
活
動
を
開
始
し

た
。
そ
し
て
、
野
瀬
川
は
市
街
地
を

流
れ
る
小
規
模
河
川
で
あ
り
な
が
ら

豊
富
な
魚
種
が
生
息
す
る
自
然
豊
か

な
川
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

啓
発
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
曽
根

沼
で
、
外
来
魚
駆
除
釣
り
大
会
を
実

施
し
た
り
、
「
青
少
年
科
学
の
祭

典
」
で
水
族
展
示
を
行
な
っ
た
り
し

た
。
ま
た
、
び
わ
博
学
生
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

の
発
表
な
ど
効
果
的
に
広
報
活
動
を
行
な
え

た
と
考
え
る
。
今
年
度
は
毎
年
行
っ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
の
で
、
来

年
度
は
私
た
ち
が
自
発
的
に
開
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
良
い
と
考
え
て

い
る
。

来
年
度
も
神
上
沼
で
の
活
動
を
継
続
す
る

予
定
で
あ
る
が
、
神
上
沼
は
交
通
の
便
が
悪

い
た
め
、
活
動
の
規
模
は
今
年
度
よ
り
縮
小

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
来
年
度
は
新
し
く
始

め
た
野
瀬
川
で
の
活

動
を
よ
り
発
展
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、

今
後
は
活
動
場
所
に

縛
ら
れ
な
い
あ
る
特

定
の
種
類
の
生
き
物

に
つ
い
て
調
査
、
研

究
し
て
い
く
方
法
に

つ
い
て
も
視
野
に
入

れ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
さ
ら
に
、
メ
ン
バ
ー
の
積
極
的
な

活
動
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
に
メ
ン
バ
ー
同

士
の
仲
を
深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

す
る
べ
き
で
あ
る
。

私
た
ち
が
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
く
べ
き
な
の
か
、
地
域
で
必
要
な
の
何
な

の
か
を
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
、
長
く
続
く

団
体
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

代
表

山
田
智
行

外来魚を釣ろう
☆
外
来
魚
駆
除

釣
り
大
会

五
月
二
十
八
日
に
生
き
物
研
は
彦
根

市
の
曽
根
沼
で
外
来
魚
駆
除
釣
り
大
会

を
開
催
し
た
。
に
じ
い
ろk

id
s

さ
ん
の

協
力
の
お
か
げ
で
多
く
の
子
供
た
ち
が

曽
根
沼
の
湖
畔
に
集
結
し
た
。
子
供
た

ち
は
生
き
物
研
メ
ン
バ
ー
の
外
来
魚
に

関
す
る
解
説
を
聞
い
た
あ
と
に
桟
橋
か

ら
糸
を
垂
ら
し
た
。
生
き
物
研
メ
ン

バ
ー
は
子
供
た
ち
が
安
全
に
楽
し
く
釣

り
を
楽
し
め
る
よ
う
に
巡
回
し
つ
つ
、

危
機
管
理
や
釣
り
の
指
導
、
針
外
し
な

ど
を
行
な
っ
た
。

幸
い
、
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
釣
り
日
和

で
は
あ
っ
た
が
、
外
来
魚
で
あ
る
ブ
ル
ー
ギ
ル

は
同
じ
場
所
に
固
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

場
所
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
釣
る
子
と
あ
ま
り
釣

れ
な
い
子
の
差
が
あ
る
様
子
で
あ
っ
た
。
そ
の

状
況
に
対
し
て
生
き
物
研
メ
ン
バ
ー
は
、
あ
ま

り
釣
れ
て
い
な
い
子
に
釣
れ
る
場
所
を
教
え
て

あ
げ
た
り
、
釣
れ
る
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

ま
わ
っ
た
。

子
供
た
ち
は
時
間
を
忘
れ
て
釣
り
に
集
中
し

て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
じ
っ
と
浮
き
を
沈
む
の

を
待
ち
、
自
ら
釣
っ
た
魚
の
喜
び
は
生
涯
忘
れ

が
た
い
も
の
に

な
る
だ
ろ
う
。

保
護
者
か
ら
子

供
が
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る

の
で
す
と
声
を

か
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が

嬉
し
く
思
う
。

こ
の
活
動
に

よ
っ
て
外
来
魚

問
題
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
る
子
供
た
ち
が
増
え
る
と
幸
い
で

あ
る
。

2017年を振り返って

↑釣り上げてうれしそうな様子
↑

生
き
物
の
生
態
を
解
説
す
る
メ
ン
バ
ー
と
真

剣
に
話
を
聞
く
子
供
た
ち

☆
地
域
の
声

保
護
者
が
釣
り
を
す
る
機
会
が
な
い
と
子
ど

も
も
機
会
を
得
ら
れ
に
く
い
の
で
す
が
、
専
門

的
な
知
識
と
技
術
を
お
持
ち
の
皆
様
に
サ
ポ
ー

ト
い
た
だ
け
た
お
か
げ
で
、
釣
り
の
機
会
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
親
子
で
の
体
験
に
よ
っ
て
話
題

が
家
庭
に
持
ち
帰
ら
れ
、
家
庭
毎
に
環
境
や
生

き
物
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
考
え
る
機
会
が

持
て
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
し
た
。

に
じ
い
ろk

id
s

高
尾
裕
貴
子



　男鬼は滋賀県彦根市の東の端、多賀町との境目にある山村集落です。現在住んでる人はいませんが、茅葺き民家が残り、周りの自然と一体となって
昔の集落景観をとどめています。昭和30年後半から住民の離村が始まり、昭和46年には、最後の移住者が離村しました。
その後細々と利用されていましたが、荒廃は進んでいます。
男鬼楽座では、そんな男鬼の文化を守るための事業として、男鬼に残る茅葺住居の茅葺屋根葺き替えイベントを実施しています。

プロジェクト紹介
男鬼楽座の「男鬼」とは？

男鬼楽座新聞
～未来を紡ぐ、男鬼の茅葺き～

→
 
奥畑へ 
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図９　男鬼集落配置図（縮尺1/500、2004年作製）
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活動の成果と課題

　今年度は男鬼での茅葺屋根葺き替えイベントを2日間開催した。

多くの方が茅葺屋根吹き替えイベントに携わり
なんとか作業を進めることが出来ました。

　ありがたいことに参加者の皆様から、このイベントに参加して「楽しかった」
「また来たい」という声をいただいています。今後のイベント開催の際にもこの
声を忘れずに、安全で楽しいイベントを提供できるよう励みます。

　今年度のイベントでも多くの参加者の
もと、男鬼の文化の保存に努めることが
できました。
　しかし現在の男鬼の活動は保存行為に
とどまっているので、今後は男鬼の地域
をもっと活用できるような事業を展開し
ていければと思っています。

イベント参加者の声

ちょっと聞いてよ！プロジェクト自慢
ーイベント開催ー

　参加者の皆様の支えあって、男鬼での活動は1０年以上継続するプロジェクト
となりました。この折に、男鬼という地が建物の文化的な価値だけでなく、茅葺
屋根の葺き替体験の場所としても価値を得てきたものとして実感しています。

チームの重大ニュース
ー男鬼の事業、継続１０年を突破ー



2018 年 3月 31日

復興の中で起きることを知る！タクロバン生活調査

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

タ
ク
ロ
バ
ン
の
街
と
綺
麗
な
原
風
景

20
17
年
度
の
成
果
と
課
題

建設物の決定的！NewHopeVillage に何が必要か。

地域と共にある建物を！
教会兼コミュニティセンター建設に向けて

タクロバン復興支援プロジェクト 北部強制移住地 New Hope Village
教会兼コミュニティセンターの建設に向けて。

今
年
度
の
主
な
事
業
の
流
れ

 　興から 4年が経ち復興計画がやっと波に乗り、現地の状
況はめまぐるしく変わるようになった。沿岸部の住人は北
部の常設住宅に移りはじめ、タクロバンの景色が変わって
きている。この状況下でタクロバンの 3地点（沿岸部貧困
層住居エリア / 北部強制移住地 / 中高層住居エリア）での
生活状況の調査を行った。

 　017 年の活動として、現地の復興状況の調査、建設物の検討、建築物の設計とその実現に向けたモックアッ
プの作成を行った。このように調査、計画、設計という流れを追って建設に向けて、地域住民と会話をしながら
住民目線でプロジェクトを進行している。

2013 年 11 月にフィリピン中部を巨大台風が通過した。レイテ
島タクロバンンは台風被害に加え、高潮の被害も受け膨大な被
害を受けた。この巨大台風によって、高潮が発生し沿岸部貧困
層居住地区の住居が流された。現地市役所はこの被災に対し沿
岸部を住居禁止地区とし、半ば強制的に住民を街から外れた北
部に移住させている。このような状況に対し我々は住民の目線
で暮らしを見つめ、生活の調査・建物の建設を行う。地域の人
たちと交流をし、調査・計していく過程でワークショップなど
を行い、大学や住民を巻き込みながら建設することでコミュニ
ティを育み、共に再建していくことがこのプロジェクトの目的
である。

　 動の場所として、タクロバンの町から外れた強制移住区
域の最北端に位置する NewHopeVillage を選んだ。この地
は 3地区から 1000 世帯が移住する土地であるが、入居が
始まったばかりのこの土地には仮設の小学校があるだけで、
街は閑散としている。この街に何かをつくることで生活を
変えられないかと、住民への聞き込み調査・住人とのミー
ティングを行った。

　 物の設計として、現地の強制移住住宅はコンクリートの
家で今まで暮らしてきた彼らの生活の面影はない。建築学
生である我々は、現地に存在したの風景をまとった建築を
つくれないかと考えた。その中で現地にいる家具職人や漁
師の持っている技術によって建築をつくりあげていく挑戦
を始めた。

　 地にある技術を使い、それを建築として成立させてい
く。その上で現地の技術をもつ職人や住人と共同し、原寸
大のテストをつくり実現に向けて建設が可能か検討を行っ
ていった。現地の人々の技術は我々日本人を驚かせる技術
を持っており、学生一同勉強する機会となった。このよう
にテストを繰り返し現在建設に向かって走っている。

　 用なものを話している中で、人が集まって話し合いをす
る場所がない事と教会が欲しい事という住民の意見が出て
きた。このからこの地で「仮設の教会兼コミュニティーセ
ンター」を建設する計画が出来た。土地は現地NPOから借り、
タクロバンの住人と共につくる建物を建てようという話が
出来た。

 　民の声から分かったことは、「北部の住居は内陸部に安
全ではあるが、生活に必要なマーケットも教会も何も無い
ない」ということ。街から遠く離れた強制移住先には、移
住のための住宅だけ建てられ、公共施設の建設が間に合っ
ていず、「買い物をする場所も無ければ、仕事をする場所も
ない」状況であった。ここで我々はこの強制移住地で何か
街の力になる建物を建てようと決めた、、

 　々の住民目線で活動を行う姿勢として、タクロバンの人
の生活を知ることが重要である。そのことからプロジェク
トの中で、住民生活に多く触れれるよう住宅地の散策やお
世話になっているフィリピン人の仕事先に付いて行ったり
と、出来るだけ生活を垣間見えるようにタクロバンでの生
活を過ごしている。その中では美味しなフィリピン料理を
食べたり、大自然の原風景を見たりと生活を楽しくさせて
くれる。

 　年度現地の調査から建設計画、そして設計案の作成と
建設プロジェクトの実現に向けて一連の動きが出来たこと
が非常大きな成果である。またその中で、フィリピンの
NPO・現地コミュニティ・大学との交流を測りながらプロ
ジェクトが進行できた。その中で多くの人・モノに触れ、
日本には無い現地ならではのものを学とれたのでは無いか
と思う。

 　年度に向けて、やるべきことは多くある。今年度計画し
てきた「仮設の教会兼コミュニティーセンター」を建設す
るべく、プロジェクトを着実に進めていかなければならな
い。また被災から 4年がたった今、過去にあった被災と復
興の歴史をこのプロジェクトを通して、参加者が感じ考え
るようにしなければならない。

復

２

活

建

現

必

住 我

今

来

北部強制移住住居の調査

現地住民とNPOとの会議

漁師たちとの屋根梁の作成テスト

沿岸部の和気藹々とする生活

大自然の中のフィリピンの原風景

海の上での食事
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「
多
賀
町
」
の
魅
力
を

　
　
　

再
発
見
・
発
信
す
る

　

多
賀
の
魅
力
を
発
見
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
・
参
加
や
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
に
よ
り
発
信
し
て
い
ま
す
。

リ
サ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
町
の
人

と
新
た
な
視
点
で
多
賀
町
全
体
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
も
つ
く
り

ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

一
年
間
の
活
動
を
通
し
た
成
果
と
課
題

一
年
間
の
活
動
を
通
し
た
成
果
と
課
題

11
月
「
ふ
る
さ
と
多
賀
の

　
　
　
　
　
　
　
　

食
ま
つ
り
」

　

多
賀
町
中
央
公
民
館
運
営
準
備
部

会
「
多
賀
語
ろ
う
会
」
で
は
、
新
し

い
公
民
館
を
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で

考
え
、
建
設
準
備
段
階
か
ら
地
域
の

方
と
と
も
に
学
び
あ
い
、
交
流
を
深

め
な
が
ら
会
館
に
備
え
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
多

賀
の
「
食
」
を
記
録
し
伝
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
よ
う
と
、
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
今
回
の
「
ふ
る
さ
と
多

賀
の
食
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ち
あ
る
き　
　

新
入
生
歓
迎
会

多
く
の
縁
に
恵
ま
れ
て

　

学
生
自
ら
進
ん
で
企
画
す
る
活
動
よ
り
、
元
々
あ
る
イ
ベ

ン
ト
に
協
力
す
る
よ
う
な
形
で
動
く
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、

元
々
少
人
数
で
あ
っ
たTTP

で
も
、
活
動
が
萎
縮
す
る
こ
と

は
な
く
、
去
年
度
よ
り
も
範
囲
を
広
げ
て
積
極
的
に
活
動
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
多
賀
語
ろ
う
会
」
へ
の
参
加
は
、
新
た
な
分
野
へ

の
飛
躍
と
な
り
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
多
賀
の
食
ま
つ
り
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
を
き
か
っ
け
に
動
画
作
り
に
も
挑
戦
し
た
の

で
、
来
年
度
は
色
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
手
法
やPR

動
画
な
ど
で
、

魅
力
を
伝
え
続
け
ま
す
。

10
月　
「
ふ
る
さ
と
楽
市
」

　

毎
年10

月
に
、
多
賀
町
の
絵
馬
通
り
で
行

わ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
楽
市
」
に
出
展
者
と
し

て
参
加
し
、
多
賀
町
内
外
か
ら
来
る
人
た
ち

と
の
交
流
と
、
同
じ
く
出
展
さ
れ
て
い
る
方
々

と
の
協
力
に
よ
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒

に
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

や
は
り
地
元
に
根
付
く
イ
ベ
ン
ト
に
は
多

く
の
参
加
者
も
あ
り
、TTP

も
例
年
通
り
子

供
向
け
の
出
し
物
で
、
楽
し
く
参
加
し
、
多

賀
の
人
と
の
交
流
も
深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

8
月　
「
夏
休
み
宿
題
お
手
伝
い
」

　

多
賀
町
八
重
練
地
区
に
学
生
用
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
定
期
的
に

イ
ベ
ン
ト
で
開
い
た
り
し
ま
す
。
今
回
は
「
八
月
の
お
盆
前
に
宿
題
や

勉
強
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
地
区
の
声
が
あ
り
、
周
辺
の
地
域
に

も
告
知
し
ま
し
た
。
連
日
二
〜
五
組
の
親
子
さ
ん
に
お
越
し
頂
き
、「
大

学
生
が
教
え
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
」「
来
年
も
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
好
評
で
嬉
し
い
反
面
、
お
手
伝
い
側
が
少
な
く
対
応
し
き
れ
な
か
っ

た
の
で
、
来
年
度
はTTP

に
限
ら
ず
、
興
味
の
あ
る
学
生
さ
ん
に
も
お

手
伝
い
を
募
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

６
月　
「
一
箱
古
本
市
」

　

出
店
者
を
多
賀
町
内
・
外
か

ら
募
り
、
段
ボ
ー
ル
ひ
と
箱
分

の
古
本
を
販
売
し
て
も
ら
う
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

活
動
費
を
捻
出
す
る
目
的
の

他
に
、
こ
れ
を
開
催
す
る
こ
と

に
よ
る
、
様
々
な
人
の
交
流
の

場
と
な
る
こ
と
も
目
指
し
て
い

ま
す
。
彦
根
市
内
や
、
町
外
・

県
外
か
ら
も
出
店
者
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
ヒ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

多
賀
」
や

毎
月
開
催
さ
れ
る
「
お
多
賀
さ

んde

朝
市
」
に
も
展
開
し
、
多

賀
を
知
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
聞
い
て
よ

ち
ょ
っ
と
聞
い
て
よ
！

    
    

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
慢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
慢

レ
シ
ピ
動
画 

初
制
作

　

多
賀
の
食
を
若
い
世

代
に
も
伝
え
る
た
め
に

は
、
簡
単
に
見
ら
れ
て
、

作
り
た
く
な
る
よ
う

な
、
一
品
一
分
ぐ
ら
い

の
レ
シ
ピ
動
画
を
作
ろ

う
と
、TTP

が
制
作
し

ま
し
た
。
今
後
は
ネ
ッ

ト
やSN

S

で
の
公
開
も

踏
ま
え
て
、
レ
シ
ピ
の

数
も
増
や
し
、
よ
り
魅

力
的
な
撮
り
方
の
研
究

も
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
制
作

　

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ

ン
を
新
し
く
、
見
や
す
く
、
か
つ
、

若
い
世
代
に
も
注
目
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
も
の
に
し
よ
う
とTTP

か
ら
提
案
し
た
結
果
、「
第12

回

多
賀
ふ
る
さ
と
楽
市
」
の
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
を
学

生
が
初
め
て
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

多
賀
町
生
涯
学
習
課　

石
丸
茜
さ
ん

　
「
多
賀
語
ろ
う
会
」
の
活
動
で
、SN

S

の
活
用
な
ど
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
得
意

と
す
る
分
野
で
協
力
し
て
も
ら
え
る
こ

と
、
そ
し
て
何
よ
り
、
継
続
し
て
学
生

さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
る
と
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
若
い
力
が
加
わ
る
と
事

業
に
活
気
が
生
ま
れ
、
地
域
の
方
も
と

て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。
職
員
と

し
て
も
、
若
い
人
に
多
賀
町
の
こ
と
、

多
賀
町
の
人
を
知
っ
て
も
ら
い
、
多
賀

町
に
縁
の
な
い
人
で
も
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
今

後
も
一
緒
に
活
動
を
進
め
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

地
域
の
声

3
月　
「
暮
ら
し
の
図
鑑
」

　

移
住
、
農
業
体
験
、
教
育
の
対

象
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
情
報
や

場
作
り
を
「
多
賀
暮
ら
し
の
図
鑑
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
来
年
度
か

ら
始
め
よ
う
と
、
そ
の
試
作
版
を

製
作
中
。
今
回
は
「
ふ
る
さ
と
多

賀
の
食
ま
つ
り
」
を
特
集
し
、
多

賀
の
お
か
あ
さ
ん
レ
シ
ピ
な
ど
紹

介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

活動報告新聞
2017 年度

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

4

チ
ー
ム
の

チ
ー
ム
の

    

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

農
家
さ
ん
お
手
伝
い　

（
田
植
え
）

農
家
さ
ん
お
手
伝
い　

（
稲
刈
り
）

多
賀
大
社
の
万
灯
祭　

古
本
市
で
出
店

夏
休
み
宿
題
お
手
伝
い　
　
　
　

in
多
賀 

八
重
練
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

ウ
モ
レ
ボ
ン
市
in
護
国
神
社　

古
本
市
で
出
店

9

地
域
診
断
法           

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加

       　

in
川
相
地
区

お
多
賀
さ
ん
de
朝
市　

古
本
市
で
毎
月
出
店

多
賀
の
情
報
発
信
誌　
　
　
　

暮
ら
し
の
図
鑑 

制
作
中

ギ
ャ
ラ
リ
ー
喫
茶
お
と
く
ら　
　

古
本
市
で
一
か
月
出
店

ふ
る
さ
と
多
賀
の
食
ま
つ
り　

郷
土
料
理
試
食
イ
ベ
ン
ト

多
賀
ふ
る
さ
と
楽
市　

子
供
向
け
の
出
し
物

多
賀
の
お
米

お
に
ぎ
り

に
ん
じ
ん

　
　

ゼ
リ
ー

小
松
菜

　

シ
フ
ォ
ン

　
　
　

ケ
ー
キ

に
ん
じ
ん

　

し
り
し
り

イ
タ
ド
リ
煮

味
噌
汁

ワ
ラ
ビ
煮

た
け
の
こ
煮

ぜ
い
た
く
煮

フ
キ
佃
煮

ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
ヒ
ー　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
多
賀　

古
本
市
で
出
店

神
あ
か
り　
　
　

in
多
賀
大
社　

飲
食
出
店



本
活
動
は
今
年
度
よ
り
︑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
を
﹁
た
け
と
も‐

竹
の
会
所
・
友
の
会‐

﹂
か
ら
﹁
た
け
と
も
ミ
ラ
イ
﹂
に
改

め
活
動
を
継
続
し
て
き
た
︒
刻
一
刻
と
状
況
が
変
わ
る
被
災

地
で
の
活
動
を
続
け
る
に
あ
た
っ
て
︑
地
域
の
方
々
と
と
も

に
気
仙
沼
の
明
る
い
ミ
ラ
イ
を
共
に
考
え
て
い
こ
う
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
︑
ま
た
︑
震
災
直
後
の
活
動
開
始
時
と
は
少

し
ず
つ
で
も
変
わ
っ
て
い
こ
う
と
い
う
目
標
を
込
め
て
︑
団

体
名
を
改
め
た
︒
た
け
と
も
ミ
ラ
イ
と
し
て
の
最
初
の
年
の

活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
︑
こ
の
一
年
の
結
果
を
考
え
る
︒

　

わ
た
し
た
ち
の
活
動
は
︑
も

と
も
と
は
︑
震
災
で
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
地
域
に
少
し
で
も
元

気
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
︑
そ

の
た
め
の
手
助
け
を
し
た
い
と

い
う
当
時
の
学
生
の
思
い
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
︒

　

そ
の
思
い
は
少
し
ず
つ
形
を

変
え
な
が
ら
も
着
実
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
︒
私
も
そ
の
思
い

を
少
し
で
も
後
輩
に
受
け
継
い

で
い
き
た
い
と
考
え
て
き
た
︒

　

春W
S

の
あ
と
︑
参
加
し
て

く
れ
た
学
生
と
話
を
し
て
い
た

と
き
︑﹁
僕
は
こ
こ
が
好
き
に
な

り
ま
し
た
﹂
と
話
し
て
く
れ
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
︒

　

地
域
の
こ
と
を
好
き
に
な
る

学
生
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
こ
れ
た
こ
と
を
誇
ら
し

く
︑
嬉
し
く
思
っ
た
︒

　

震
災
か
ら
時
間
が
経
過
し
た

今
で
も
こ
の
活
動
を
支
え
て
く

れ
る
幹
部
た
ち
︑
そ
し
て
誰
よ

り
も
地
域
の
皆
様
に
感
謝
し
て

い
る
︒

昨
年
度
ま
で
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
活
動
と
し
て
︑春
ま
つ
り
・

夏
ま
つ
り
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

今
年
度
は
︑
竹
の
会
所
に
お
借
り
し
て
い
る
土
地
に
震
災
以
前
植
え

ら
れ
て
お
り
︑
津
波
で
引
き
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
御
神
木
か
ら
削
り

出
し
た
大
太
鼓
の
お
披
露
目
や
︑
活
動
開
始
か
ら
撮
り
た
め
て
き
た

こ
ど
も
の
写
真
を
集
め
た
﹁
こ
ど
も
の
写
真
展
﹂
を
開
催
す
る
な
ど
︑

地
域
の
方
々
に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
特
徴
あ
る
企
画
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
︒

夏
ま
つ
り
で
の
太
鼓
の
お
披
露
目
で
は
︑
地
域
の
方
々
に
多
く
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
︑
海
の
近
く
で
太
鼓
の
音
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
︒
こ
ど
も
の
写
真
展
で
は
︑
た
け
と
も
発
足
当
時
か
ら
撮
り
た

め
た
活
動
記
録
写
真
の
中
か
ら
︑
子
ど
も
が
映
っ
て
い
る
写
真
を
集

め
て
時
系
列
で
竹
の
会
所
内
に
展
示
し
た
︒
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の

保
護
者
の
方
々
か
ら
は
︑
懐
か
し
い
写
真
も
見
る
こ
と
が
で
き
︑
嬉

し
い
と
い
う
声
も
い
た
だ
け
た
︒

春
・
夏
を
問
わ
ず
お
祭
り
の
日
に
は
今
で
も
子
供
た
ち
が
遊
び
に
来

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
利
用
し
︑
春W

S

を
開
催
し
た
︒

今
年
度
よ
り
︑﹁
地
域
を
知
る
活
動
﹂
を
重
点
化
す
る
こ
と
と

し
︑
春W

S

で
は
ま
ち
あ
る
き
を
行
っ
た
︒

津
波
被
害
が
い
ま
だ
に
残
る
一
方
︑
イ
ン
フ
ラ
の
復
興
が
め

ざ
ま
し
い
海
岸
沿
い
を
歩
き
な
が
ら
街
並
み
の
記
録
を
と
っ

た
ほ
か
︑
地
域
の
方
に
資
料
館
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
︑
気

仙
沼
の
戦
前
か
ら
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
︒

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
︑﹁
地
域
の
古
く
か
ら
の
歴
史
に
触
れ
︑

さ
ら
に
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
︒
地
域
の
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
﹂
と
い
う
感
想
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
︒

て
く
れ
る
が
︑少
し
ず
つ
人
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
数
年
は
感
じ
て
い
る
︒

私
た
ち
に
と
っ
て
は
少
し
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
が
︑
そ
れ
は
地
域
の
中
で
ほ
か
に

遊
び
場
が
で
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
︑
復
興
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
を

感
じ
る
︒
竹
の
会
所
の
解
体
時
期
も
迫
っ
て
お
り
︑
私
た
ち
の
活
動
の
終
わ
り
方

を
考
え
る
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
︒

再
始
動
の
一
年
︑
結
果
は

春W
S

か
ら
行
っ
た
﹁
地
域
を
知
る
活
動
﹂

盛況だった春・夏まつり

編
集
後
記

た
け
と
も
ミ
ラ
イ
春
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
概
要

期
間
：
２
０
１
７
年
４
月
２
９
日
～
５
月
７
日

参
加
人
数
：
１
３
名

↑
夏
ま
つ
り
に
て
、
こ
ど
も
の
写

真
展
の
様
子
。

↑
夏
ま
つ
り
に
て
、
御
神
木
か

ら
削
り
出
さ
れ
た
太
鼓
を
た
た

く
子
供
。

た
け
と
も
春
ま
つ
り
概
要

日
時
：
２
０
１
７
年
５
月
５
日

参
加
人
数
：
１
３
名
（
学
生
）

た
け
と
も
夏
ま
つ
り
概
要

日
時
：
２
０
１
７
年
９
月
１
７
日

参
加
人
数
：
１
５
名(

学
生
）

↑まちあるきの様子。整備が進んだ

　海岸沿いを歩く。

↑まちあるきの様子。地域の方に郷土

　資料館を案内していただいた。
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